








































追試験 追試験は、病気等で定期試験を受けることができなかった者が、以下のイ）〜ニ）に
該当する場合に申し込むことができます。通年科目の中間試験に追試験はありません。
追試験の成績は 90 点満点です。試験時間、試験場での注意、不正行為者の処分等に
ついては、定期試験と同様に扱われます。

受験該当者 イ）病気による公的診断書※ 1 がある者、および就職活動に関する証明※ 2 がある者。
※ 1 受診日以外に欠席を要する場合は、その欠席期間も安静を要することが判ら

なければ、原則として追試験の受験は認められません。
※ 2「就職活動証明書」を事前にキャリアセンターで受け取り、必要事項を記入

の上、訪問企業で押印したものを教務課に提出してください。

ロ）試験期間および期間外に次の事項で特別に休んだ場合、保護者および他の証明書
がある者。
・父母、配偶者（それに準ずる者を含む）または子が死亡した時（7日＋往復日数）
・祖父母または兄弟姉妹が死亡した時（2日＋往復日数）
・1周忌までの法要を行う時、または上記以外の親族が死亡した時（1日＋往復日数）
・交通事故で被害者の場合は、事故が発生したその日から追試験を受験できる日まで。

ハ）クラブ活動における関西大会以上の公式試合、並びに大会に参加するため予め許
可を得た者。（大会期間＋往復日数）

ニ）各時限において、交通機関の延着により受験できなかった者で、30 分以上の延着
証明（公の証明書に発生年月日、時間帯が明記され、代表者の印のあるものに限
る。）を添えて発生した当日に教務課窓口に申し出て、交通機関に問い合わせた結
果、申請事項と相違ないと認められた者。

※その他特別な理由のある者は、別に審議します。

申し込み方法 追試験を受験するためには、「追試験受験願」に必要事項を記入し、決められた申し込
み期間内（別途ポータルシステムに記載します。）に、受験料（1,000 円／ 1 科目）
を添えて申し込んでください。追試験受験可否については、教授会において審議し決
定します。その結果は、ポータルシステムからお知らせ配信で発表します。
メール通知設定の登録をしておいてください。
ただし、就職試験、交通機関の延着および裁判員としての職務従事のために定期試験
を受験できない場合は、受験料は必要ありません。
公的理由により通年科目の中間試験を欠席した場合、理由を証明する書類を持って教
務課に相談に来てください。中間試験欠席証明を発行します。
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成　　績 正しく履修登録された科目について、所定の試験を受けた結果、成績が「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」
「Ｃ」に評価された場合に単位が認定されます。

評価 Ｓ（秀） Ａ（優） Ｂ（良） Ｃ（可） Ｄ（不可） ＊ Ｔ（認定） ＠

適用（点）
100～

90
89～

80
79～

70
69～

60
59～0 注1）参照 注2）参照 履修中

単位 合格 不合格 不合格 認定

注 1）＊（アスタリスク）について
成績評価（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）が受けられずに、未受験または未受験相当は＊

（アスタリスク）となります。
1）定期試験を受けなかったとき。
2）定期試験は受けたが、授業欠席が多かった。
3）授業欠席が多かった。
4）レポート、課題を提出しなかった。
5）レポート、課題を提出したが、授業欠席が多かった。
6）その他、Ｗｅｂシラバスに明示されている場合。

＊（アスタリスク）の基準がＷｅｂシラバスに明示されている場合は、その基準
を優先します。

≪「Ｗｅｂシラバス」を参照するには、ポータルシステム　③教務システム（履
修・シラバス）にアクセスしてください。≫

注 2）Ｔ（認定）について	
教授会で認められた場合は、60 単位を超えない範囲で本学での単位として認定
します。(P15 参照 )
1）入学前および入学後における他の大学、短期大学で修得した単位。	
2）短期大学・高等専門学校における学修や、その他文部科学大臣が別に定める

学修。	

成績評価

成績発表

「履修登録確認表」で登録が確認された科目以外は、単位を修得することができませ
ん。							     
ポータルシステムのお知らせに『成績発表についてのお知らせ』が配信されますので
確認してください。（Ｐ 8 参照）						    
	
証明書自動発行機パピルスメイトで年間 2 通まで成績表を発行することができます。	
						    

≪ポータルシステム P9 ③教務システム（履修・シラバス）にアクセスし、
成績表で確認してください。≫	

通年科目の中間試験・前期集中講義については、前期成績発表はありません。
成績発表（交付）日程は当該年度の学年暦を参照してください。	
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成績表の見方

表 A について

1 卒業要件単位数 卒業に必要な単位数

2 修得卒業
　 要件単位数

修得している全ての単位のうち卒業要件としてカウントされた単位数

修得卒業要件単位数の要件を充足しているかを判断します。科目区分毎の要件を超えて
表示されることはありません。

3 修得総単位数 修得している全ての単位数　( 卒業要件としてカウントされていない単位数を含む )

4 科目区分、
卒業要件単位数欄

学部学科が定めた要件区分名を示します。

表 B について

5 履修年次/セメ ２年次 / ３セメ ３年次 / ５セメ ４年次 / ７セメ 卒業 卒１ ４留 / ８セメ ９月卒

２年次に進級 ３年次に進級 ４年次に進級 卒業見込 卒業確定 卒業延期 9 月
卒業確定

6 卒見証発行
(３年次/６セメ以上)

有 無 卒業見込証明とは、当該年度に卒業が可能で有ることを証明するもので、就職活動等に
必要です。

【発行条件】
①既に卒業要件単位数を充足していること。
②卒業要件単位を充足できる履修申請が完了していること。
③３年（編入生は１年）以上在学していること。

卒業見込証明書
発行　可

卒業見込証明書
発行　不可

7 卒研資格
(３年次/６セメ以上)

有 無 既有 済
※各学科により資格が異なりますので、チャプター

（Chapter）２でご確認ください。
卒業研究履修

可
卒業研究履修

不可

卒業研究履修
可

( 前年度より )

卒業研究
単位修得済み

8 履修制限 経営学科
S1 来年度「研究ゼミナール２」を履修する事ができません。

S2 来年度「卒業論文ゼミナール」を履修する事ができません。

商学科
S1 「専門演習 B」を履修する事ができません。

S2 来年度「卒業研究」を履修する事ができません。

経済学部

S1 来年度「演習２」を履修する事ができません。

S2 来年度「演習 3」を履修する事ができません。

S3 来年度「演習 4」を履修する事ができません。

Z
2 年次前期終了時までに修得した卒業要件単位が 20 単位未満の場合は、学科配属が
決定されません。
( 従って、３年次からの「演習１」が履修できません。)

	

1

4

2 3

5

8

6 7 5
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学部変更、

転科について

本学の学生が、現在の学部・学科から他学部・他学科へ移籍することです。
募集の詳細は、1 月初旬に教務課で配布予定の「転科・学部変更試験要項」で確認し
てください。( 検定料：15,000 円 )
詳細については、教務課にお問い合わせください。

学籍異動 学籍異動と授業料納付期限は密接に関係しています。内容をよく確認してください。

休　　学　 病気その他の理由で休学しようとするときは、「休学願」( 教務課設置もしくは大阪産業
大学ＨＰよりトップ＞キャンパスライフ＞教務課＞証明書・各種届出＞在学生向けからダウ
ンロード ) を教務課に提出し、学長の許可を受けなければなりません。病気、ケガによる
休学の場合は、医師の診断書が必要です。
授業料納入期限内に休学の願い出を行った場合は、休学期間中の授業料は徴収しません。
授業料納入期限を過ぎてから休学を願い出る場合は、その学期の授業料を全額納入しな
ければなりません。
なお、一度に願い出ができる休学期間は、前期 (4 月 1 日から 9 月 20 日 )、後期 (9 月
21 日から 3 月 31 日 ) もしくは通年 (4 月 1 日から 3 月 31 日 ) となっています。引き
続き休学を願い出る場合は、あらためて休学願を提出し、許可を得なければなりません。
なお、休学期間は通算して３年を超えることはできません。

通年休学（１年間） 前期休学 後期休学

休 学 願
提出期限※

4 月 20 日 4 月 20 日 10 月 15 日

休 学 期 間
4 月１日～

　3 月 31 日
4 月１日～

　9 月 20 日
9 月 21 日～
　3 月 31 日

※休学願の提出期限は、授業料等の納入期限と同日です。ただし、納入最終日が銀行
の休業日にあたる場合は、その翌営業日を納入期限としますので、休学願の提出期
限も同様となります。

　なお、学科によっては半期の休学でも卒業は１年遅れる場合もあります。
　詳しくは教務課にご相談ください。

提出する書類 休学願

書類記載の際、印鑑が必要です。

継続して休学する時・・・・・・	 休学願
※継続する場合は単年度ごとに手続きが必要です。
　手続きがない場合は継続されません。

復　　学 休学期間を満了すると、翌学期から自動的に復学となりますので、履修申請等、所定
の期間内に行うようにしてください。
なお、休学期間中に復学する場合には、「復学願」( 教務課設置もしくは大阪産業大学
ＨＰよりトップ＞キャンパスライフ＞教務課＞証明書・各種届出＞在学生向けからダウ
ンロード) を教務課に提出し、当該学期の授業料 ( 等 ) を全額納入しなければなりません。
病気、ケガのため休学したときは、修学に差し支えない旨の医師の診断書が必要です。

提出する書類 復学願

書類記載の際、印鑑が必要です。
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退　　学 病気その他の理由で退学しようとするときは、「退学願」( 教務課設置もしくは大阪産
業大学ＨＰよりトップ＞キャンパスライフ＞教務課＞証明書・各種届出＞在学生向けか
らダウンロード ) と学生証 ( 返還のため ) を教務課に提出し、学長の許可を受けなけれ
ばなりません。

前　　期 後　　期

退学願　提出期限 4 月 20 日 10 月 15 日

※退学願の提出期限は、授業料等の納入期限と同日です。ただし、納入最終日が銀行
の休業日にあたる場合は、その翌営業日を納入期限としますので、退学願の提出期
限も同様となります。

　提出期限を過ぎると除籍となります。詳しくは教務課にご相談ください。

提出する書類 退学願

書類記載の際、印鑑、学生証が必要です。

除　　籍 学生が、次の各号のいずれかに該当するときは、除籍となります。
（1）授業料（等）について、納入期限を超えても納めないとき
（2）長期に渡って欠席し、または病気その他の理由で成業の見込みのないと認めたと

き
（3）学部の同一学科において、休学期間を除き、在学期間が修業年限（学部は 4 年）

の 2 倍を超えたとき
　 　※ 経済学部においては、学科配属前の期間を含みます。

（4）死亡したとき

再 入 学 除籍または退学した学生が再入学を希望するときは、再入学試験に合格し、合格手続
期間内に再入学金ならびに再入学する学期の授業料(等)を納入しなければなりません。
再入学時の授業料 ( 等 ) については、延納申請ができませんのでご注意ください。
なお、再入学試験の受験資格は、出願時に退学後 3 年を超えない者、除籍取消期間満
了後 3 年を超えない者となっています。
※特別な理由がある者については、３年を超えても再入学の願出を認めることがあり

ます。また、再入学の試験その他に関しては、教務課にご相談ください。
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授業料（等）の

納付について

授業料、教育環境充実費（以下「授業料（等）」という。）は前期と後期に分け、それ
ぞれ年額の２分の１を納入していただきます。
また、諸会費（学会費・自治会費・校友会費・後援会費・学生健康保険組合費）は入
学時から 8 回（編入生は 4 回に分けて、授業料（等）の納入時に併せて納入していた
だきます。
なお、１年分をその年の最初の納入期限までに一括して納入することができます。
詳しくは、本館 1 階経理課窓口にお問い合わせください。
一旦納入された学費は、返還いたしません。

前　　期 後　　期

授業料（等） 【納入期限】 4 月 20 日 10 月 15 日

（注）納入最終日が銀行の休業日にあたる場合は、その翌営業日を納入期限とします。
※休学願・退学願の手続き期限も同様です。

納入期限

 

納入期限の翌日から1ヵ月以内に限り、下記のいずれかの手続きにより
除籍を取り消すことができます。 
ただし、いずれの手続きにも除籍取消料5,000円が加算されます。 
 
･授業料(等)を納める場合 
 授業料(等)を納入するとともに｢除籍取消願｣を提出 
 
･授業料(等)の納入猶予を願い出る場合 
 ｢除籍取消願｣ 
 ｢授業料(等)納入猶予願｣          を提出  
 ｢授業料(等)納入および除籍猶予願｣ 

 

前期： 6 月 2 0 日

後期：12 月 15 日

納入猶予期限

前期は6月20日、後期は12月 15日を 
過ぎて納入する場合は、納入および除籍
猶予手数料2,000円が加算されます。 

除籍取消期限

前期： 5 月 2 0 日

後期：11 月 15 日

の提出 

除 籍 
未納者､未手続者の

除籍確定 

                 「授業料(等)延納願｣ 
                 「授業料(等)納入および除籍猶予願｣ 
納入期限までに延納申請 を行った場合 

           授業料(等)を納めなかった 
延納申請を行わなかった 

納入期限までに 場合

納入期限  

前期： 4 月 2 0 日  

後期：10月15日  

延納期限  

前期：7 月 20 日

後期：1 月 15 日

納入および除籍猶予期限  

前期は6月20日、後期は12月 15日を 
過ぎて納入する場合は、納入および除籍
猶予手数料2,000円が加算されます。 

前期： 6 月 2 0 日

後期：12 月 15 日

納入期限

前期： 4 月 20 日 

後期：10 月 15 日 

前期：7 月 20 日

後期：1 月 15 日

納入および除籍猶予期限
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振込依頼書 ◎納入方法	
　本学所定の授業料等振込依頼書による銀行振込とします。
	
◎金額
　納入方法・金額については、授業料等振込依頼書に記載しています。	
※金額については、大阪産業大学学則、別表第３に記載
　（在学年数が４年を超える学生および２年を超える編入生についても記載）

◎送付時期	
　前期３月下旬・後期９月上旬に保護者宅へ送付します。		
※送付されない場合、紛失した場合は１階経理課（本館）へお問い合わせください。
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都市創造工学科の教育理念

Ⅰ. 人々が平和で幸福な生活をおくることができるように、自然と人間との健全かつ永続的
な調和と共生のもとでの都市創造について、幅広く考えることができる技術者を養成す
る。

Ⅱ.「偉大なる平凡人たれ」の建学精神のもと、自己中心の功利的な考え方を捨て人間社会
に貢献できることを基本とし、都市創造工学が社会に与える影響力の重要性と技術者の
社会的責任とを理解・自覚し、かつ良識と高い倫理感をもつ技術者を養成する。

Ⅲ.大都市圏の中核である大阪に立地する本学の特性を踏まえ、地域の発展を目指し、都市
基盤の構築・再生、都市環境の創生・保全、自然災害に強い都市構造の形成及び循環型
社会の構成に寄与する能力をもつとともに、国際的な視野をもって活動できる技術者を
養成する。

Ⅳ.社会全体の変化、都市創造・再生や環境に対する社会の考え方に柔軟に対応しつつ、自
主的に課題を探求し、周りにも働きかけ、自らも解決策を見出し実践することを念頭に
置き、実務的な事柄を着実に遂行できる技術者を養成する。
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都市創造工学科の教育理念
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社会的責任とを理解・自覚し、かつ良識と高い倫理感をもつ技術者を養成する。

Ⅲ.大都市圏の中核である大阪に立地する本学の特性を踏まえ、地域の発展を目指し、都市
基盤の構築・再生、都市環境の創生・保全、自然災害に強い都市構造の形成及び循環型
社会の構成に寄与する能力をもつとともに、国際的な視野をもって活動できる技術者を
養成する。

Ⅳ.社会全体の変化、都市創造・再生や環境に対する社会の考え方に柔軟に対応しつつ、自
主的に課題を探求し、周りにも働きかけ、自らも解決策を見出し実践することを念頭に
置き、実務的な事柄を着実に遂行できる技術者を養成する。
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都市創造工学科（総合コース）の学習・教育到達目標
 
(A) 「多面的学習能力」 

人類の豊かな生活と幸福を求めて活動することを目ざして、地球的視点から考えることができる多面的な
学習能力を身につける。 

（Ａ－１）社会における人間の役割と活動のあり方を価値観の異なる他者の視点も含めた広い立場から理
解し、説明できる。 

（Ａ－２）地球環境、資源・エネルギー循環の観点から都市創造工学について理解し、説明できる。
 
(B) 「技術者倫理」 

技術が自然・環境へ与える影響と社会的責任とを理解・自覚し、技術者倫理の重要性を説明できる。 
（Ｂ－１）自然との共生の重要性、土木工事が自然・環境へ与える影響及び土木技術者への社会からの要

請について理解し、技術者としてのモラルを説明できる。 
（Ｂ－２）技術者がもつべき高い倫理意識を身につけ、実践の場で自律的かつ適正な行動をとるための判

断ができる。 

(C) 「総合基礎学力」 

自然科学・情報処理の基礎を習得するとともに、人文・社会科学の基礎についても深く理解する。 
（Ｃ－１）①数学に関する基礎学力、②物理学を主とする自然科学の基礎学力、及び③コンピューターや

情報処理技術に関する知識と活用方法を習得する。 
（Ｃ－２）社会、歴史、文化、科学的なものの考え方、価値観など人文・社会科学に関する幅広い知識と

考え方を習得する。 

(D) 「専門基礎学力」
 
構造力学、建設材料学、地盤工学、水工水理学、土木計画学・交通システム工学、環境工学の各分野の専
門基礎学力を身につける。 

（Ｄ－１）構造力学関連の専門基礎学力を身につける。 
（Ｄ－２）建設材料学関連の専門基礎学力を身につける。 
（Ｄ－３）地盤工学関連の専門基礎学力を身につける。 
（Ｄ―４）水工水理学関連の専門基礎学力を身につける。 
（Ｄ－５）土木計画学・交通システム工学関連の専門基礎学力を身につける。 
（Ｄ－６）環境工学関連の専門基礎学力を身につける。 

(E) 「専門応用学力」 

実験、実習並びに演習等を通じて専門応用学力を身につける。 
（Ｅ－１）実験・実習技術を一連の作業を通じて習得するとともに計画・遂行、結果の解析・考察を自ら行い、

応用的問題を解決することができる。 
（Ｅ－２）土木工学が扱う基本的な計算・設計に関する演習課題に取組み、問題を分析・解決する能力を

養い、実際の問題に応用することができる。 

(F) 「デザイン能力」 

土木工学分野での諸々の問題に取組み、実現可能な解を見つけ出していくためのデザイン能力を習得す
る。 

（Ｆ－１）社会のニーズに合った課題の設定、計画、設計・施工、新しいシステムの提案、設計など一連
の作業を全体構想の中で取組み、成果を正しく解析し表現できる。 

（Ｆ－２）解が１つでない課題について、総合基礎学力、専門基礎学力、専門応用学力と応用技術をもっ
て解を見出すことができる。 

(G) 「コミュニケーション能力」
 
論理的かつ客観的な記述、プレゼンテーション及びディベートを行うことができる。 

（Ｇ－１）情報発信活動を積極的かつ円滑に行うための日本語による記述、プレゼンテーション及びディ
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ベートを行うことができる。 
（Ｇ－２）英語を主とする外国語を用いて基本的なコミュニケーションを行うことができる。 

(H) 「自主的・継続的学習能力」 

社会の変化に柔軟に対応し、自主的、継続的に学習できる。 
（Ｈ－１）都市創造に関する最新の情報や具体的な実施事例を学び、自発的学習の習慣を身に付ける。 
（Ｈ－２）社会の変化に対応して新たな知識や情報を自ら入手し、自主的、継続的に学習できる能力を習

得する。 

(I) 「計画的学習能力」 

与えられた制約のもと、課題に対して自立して計画的に取組み、期限内に成果をまとめることができる。 
（Ｉ－１）調査、計画、実行、解析、考察、結論の各プロセスに対して、計画的に進め、期限内に成果を

まとめることができる。 
（Ｉ－２）与えられた課題をグループ作業を通じて計画的に遂行し、協調性とリーダシップ力を養う。 

(J) 「地域的実践能力」
 
大阪を中心とする関西地域を例として地域の都市基盤の再生・創造技術について学び説明できる。 

（Ｊ－１）地域の地盤、構築物、交通、環境などに関わる歴史的、地域的特性を理解できる。 
（Ｊ－２）地域の都市創造技術や建設工事の実例について学び、説明できる。 

以上

 

都市創造工学科（構造コース）の学習・教育到達目標
（a）「多面的学習能力」

人類の豊かな生活と幸福を求めて活動することを目ざして、地球的視点から考えることができる多面的な
学習能力を身につける。

（b）「技術者倫理」

技術が自然・環境へ与える影響と社会的責任とを理解・自覚し、技術者倫理の重要性を説明できる。

（c）「総合基礎学力」

自然科学・情報処理の基礎を習得するとともに、人文・社会科学の基礎についても深く理解する。

（d）「専門基礎学力」

構造力学、土質力学、建設材料を中心とする専門基礎学力を修得し、社会基盤の礎となる構造物や建物の
設計・施工にかかわる実務に応用できる能力を身につける。

（e）「専門応用学力」

構造物や建物の設計・施工にかかわる実務に必要な実習並びに演習等を通じて専門応用能力を身につけ
る。

（f）「デザイン能力」

持続可能な循環型社会を築くにあたっての諸々の問題に取組み、実現可能な解を見つけ出していくための
デザイン能力を習得する。

（g）「コミュニケーション能力」
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論理的かつ客観的な記述、プレゼンテーション及びディベートを行うことができる。

（h）「自主的・計画的・継続的学習能力」

構造物や建物の設計・施工にかかわる最新の情報や具体的な実施事例を学び、それをもとに設定した課題
に対して自主的、計画的、継続的に取り組み、期限内に成果をまとめることができる。

（i）「地域的実践能力」

大阪を中心とする関西地域の実情に応じた都市基盤の再生・創造技術について学び説明できる。
以上

 

 都市創造工学科（自然エネルギーコース）の学習・教育到達目標
（a）「多面的学習能力」

人類の豊かな生活と幸福を求めて活動することを目ざして、地球的視点から考えることができる多面的な
学習能力を身につける。

（b）「技術者倫理」

技術が自然・環境へ与える影響と社会的責任とを理解・自覚し、技術者倫理の重要性を説明できる。

（c）「総合基礎学力」

自然科学・情報処理の基礎を習得するとともに、人文・社会科学の基礎についても深く理解する。

（d）「専門基礎学力」

構造力学、土質力学、水理学などの都市創造工学分野の専門基礎学力を修得するとともに、自然エネルギー
に関する電子情報通信工学科自然エネルギーコースとの共通科目についても学習し、自然現象からエネル
ギーを取り出す実務に応用できる能力を身につける。

（e）「専門応用学力」

自然現象からエネルギーを取り出す実務に必要な実習並びに演習等を通じて専門応用能力を身につける。

（f）「デザイン能力」

自然現象からエネルギーを取り出す実務に関する問題に取組み、実現可能な解を見つけ出していくための
デザイン能力を習得する。

（g）「コミュニケーション能力」

論理的かつ客観的な記述、プレゼンテーション及びディベートを行うことができる。

（h）「自主的・計画的・継続的学習能力」

自然現象からエネルギーを取り出す実務に関する最新の情報や具体的な実施事例を学び、それをもとに設
定した課題に対して自主的、計画的、継続的に取り組み、期限内に成果をまとめることができる。

（i）「地域的実践能力」

大阪を中心とする関西地域の実情に応じた都市基盤の再生・創造技術について学び説明できる。
以上
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【履修指導】
　都市創造工学科では、学生が『学習・教育到達目標』を達成するために、都市創造工学科のカリキュラム履
修モデル表を示し、卒業までに総合教養科目と専門教育科目をバランス良く履修し、単位修得できるよう履
修指導します。

【科目履修および単位修得についての留意事項】
①単位の修得にあたっては、講義科目は2／3以上、実験・実習・演習科目は3／4以上の出席を前提条件とし
ています。
②卒業研究は、3回生で修了時における修得単位数が所定の単位に満たない場合には受講できません。卒業
研究は必修科目ですので、充分注意してください。

③都市創造工学科では、学科の学習・教育到達目標に基づき修了要件の科目を指定し、学習保証時間を定め
ております。科目履修は学科教員の指導のもとに履修申請をしてください。
④建設材料実験、土質実験、水理実験、衛生実験は3年次で必ず履修し単位を修得してください。
⑤都市創造工学科のカリキュラム履修モデル表を参照してください。
⑥学習保証時間の確保のために、前期・後期ともに最低15回の授業を行います。
⑦基礎科目（数学、物理学、化学）を履修する学生は1年次前期に単位を修得すること。未修得の場合4年間
で卒業できないこともあります。
⑧卒業研究の論文着手条件として、中間発表を行うこと。
⑨卒業研究は、学習保証時間を満した学生について、研究室における日常の学習・研究・ゼミナール活動、およ
び論文構成、プレゼンテーション能力をもって評価する。
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01. 履修申請
・「履修申請」とは、自分が受けたい授業科目を申込むことです。

・「履修申請」は、本年度の学習方針を決定するだけでなく、次年度以降の履修にも影響しますので、履修

制限等をよく読んだ上で、自分の時間割の計画を立てて申請してください。

・大学では必修科目等を除いて、一定の枠の中から受けたい科目を選択できるようになっています。

・申請期限までに所定の手続きを行わなかったり、間違ったりすると、授業に出席して、試験を受けても単位

が認められませんので、慎重に行ってください。

・申請の手順については別に配布するWeb履修申請ガイドブックをご覧ください。

　

　（1）履修計画における注意点

①履修する科目を選ぶために、事前に「Webシラバス」をよく読んでください。

②各時間帯に開講されている授業科目の中から自分が受けたい科目を選び、選んだ科目を各自で履修申

請してください。学生1人1人の時間割の内容は、同じ学部・学科であっても違ったものになります。

③同じ学部・学科でも、コースによって選択すべき科目が異なります。各コースの履修要件、卒業要件をよ

く読んで履修計画を立ててください。

④卒業資格最低単位数（卒業要件単位数）を充足できるよう重点をおいてください。

⑤申請する前に、学籍番号などによって指定されているクラス等を確認してください。

⑥各ガイダンスには必ず参加してください。

⑦既に単位認定を受けた科目を、再度履修することはできません。

　
　（2）専門教育科目

　1年次から各年次ごとに実験、実習、演習が開講されています。これらの科目は、2～3時限連続で開講

されるものもあります。配当年次で修得できないと、次年度の必修科目と重複する場合がありますので注

意してください。
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（3）手続き方法

①履修計画を立てる
　配付資料に基づき履修計画を立て、Web履修申請ガイドブック巻末にある「時間割下書き用紙」に記入

します。また、履修したい講義がクラス登録科目である場合には、同じく巻末にある「クラス登録応募下書き

用紙」に記入します。講義科目の中には、学籍番号や学年により履修が制限されているもの、履修する講義

が予め指定されているもの、抽選により履修者を決定するもの、プレイスメントテストの結果により履修指

示が為されるもの等、さまざまなタイプがあります。これらの情報は、講義時間割の備考欄等に記載されて

います。

②登録手続き （3つの期間（順序）に分けて行う）
a.クラス登録科目応募

抽選により履修者を決定するタイプの科目は、履修申請に先立ち応募受付を行い、抽選処理を行います。

抽選の結果、当選した場合に限り履修することができます。なお、当選した講義（クラス）は履修を取り消

すことができません。詳細は、巻末の「クラス登録応募下書き用紙」をご覧ください。

b.本申請

履修計画（下書きした時間割）に基づいて、コンピュータを操作し講義を登録してください。申請画面を

開くと履修可能な講義が表示されています。（内容は学生ごとに異なります。）同時に、抽選により受講を

許可された講義と既決履修講義が表示されています。これらの講義は、取り消すことができません。なお、

期間内なら何度でも登録内容を変更することができます。登録が完了したら内容を印刷し、保管してお

いてください。

c.修正

登録した講義を修正（追加、削除）することができます。但し、抽選により履修が決定した講義、既決履修

講義は取消できません。修正が完了したら、必ず登録内容を印刷してください。

［クラス登録の要領について］

・講義時間割の科目名左側に「●」「○」「◎」印がある講義の履修を希望する場合は、本申請に先立ちクラ

ス登録が必要です。

・クラス登録は、応募受付⇒抽選⇒発表（本申請時には、当選した科目が画面に自動表示されています。）

の順で行われます。

・当選した講義はキャンセルすることができません。また、はずれた方は、本申請期間または修正期間に残

席がある場合に限り先着順で登録できます。　

③言語文化科目
・担当教員は、後日掲示でお知らせします。決定した担当教員のクラスで履修申請をしてください。

・TOEICクラスの受講は、事前に実施した学力テストの基準に達した学生に限ります。

・第1希望にもれた場合は、同一曜日・時限の別のクラスに割当てられることがあります。

・新入生の英語については、プレイスメントテストの結果発表に従って履修申請してください。履修を希望し

ない場合は、予め教務課に申し出てください。

④身体科学科目
・再履修者は、再クラスでの登録となります。

・リハビリコースクラスは、怪我などで運動に制限がある学生が対象となります。

・体育研究室からの注意事項は次の通りです。

・新入生の英語については、プレイスメントテストの結果発表に従って履修申請してください。履修を希望し
 ない場合は、予め教務課に申し出てください。
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（4）自由科目

　他学部（自分の所属する学部以外）および他学科（自分の所属する学科以外）の専門教育科目（人間環境

学部は展開科目）を、卒業までに30単位まで履修することができます。そのうち4単位までを、専門教育科

目の選択科目として、卒業要件単位に算入することができます。（これを「自由科目」と称します。）ただし、

履修の認められない科目がありますので下表で確認してください。

　自由科目を履修したい人は、Webシラバスを熟読のうえ選択してください。

　自由科目は、Web履修申請画面で確認できる（表示されている）科目から選択してください。

都市創造工学科

他学部

経営

経済

デザイン工

―――

経営、商

経済、国際経済

情報システム、建築・環境デザイン

他学科 卒業要件に認
められる単位 自由科目として扱わない科目

人間環境

4単位

機械工、交通機械工、
電子情報通信工

文化コミュニケーション、
生活環境、スポーツ健康

製図、演習、実験、実習、外国書講

読、卒業研究

※その他各学科の事情等により
除外する科目

（5）履修制限

都市創造工学科の履修には次のような制限がありますので、注意してください。

　プレイスメントテストの点数が基準に満たない学生には、「基礎数学および演習」・「基礎物理学および演

習」・「基礎化学および演習」を1年次前期に履修することを義務づけています（編入生除く）。いずれも都

市創造工学科の科目を学ぶにあたって基礎となる重要な科目です。なお、単位未修得の場合には1年次後

期開講の再履修クラスで受講し単位修得すること。単位修得ができない場合には4年間での卒業が困難

となることがありますので留意してください。また、基礎科目（数学、物理学、化学）の修得には、「学習支援

センター」を大いに利用し基礎学力のアップに努めてください。

17K学生に適用

総
合
教
育
科
目

1年間に履修
できる単位数

工学基礎
・情報処理科目

言語文化科目

（1）「基礎数学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎数学および演習」を
履修し、単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

（2）「基礎物理学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎物理学および演習」
を履修し、単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

（3）「基礎化学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎化学および演習」を
履修し、単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

（１）卒業要件単位は、8単位以上（うち英語の卒業要件単位を4単位
以上）とします。（英語のみも可）（留学生除く）

（2）英語は入学初年度に限り、プレイスメントテストの結果により習
熟度別クラスに分けます。

（3）初修外国語（ドイツ語、フランス語、中国語）を履修する場合は、
必ず「入門１」から履修してください。

（4）留学生は
①母語を履修することはできません。
②日本語8単位を必修とします。

実
践
教
育
科
目

（１）卒業要件単位は、総合コース、構造コースは必修5単位、指定選択必修3単位以上を含む
8単位以上、自然エネルギーコースは必修3単位、指定選択必修5単位以上を含む8単位
以上とし、修得は次によります。

　①「都市創造入門セミナー」、「学習リテラシー」、「コンピュータリテラシー」、「フィールド
ワーク」、「日本語とコミュニケーション１」、「日本語とコミュニケーション2」は1年次全
員履修とします。

　②「日本語とコミュニケーション１」、「日本語とコミュニケーション2」から1単位以上修得
してください。(留学生は随意選択科目)

学年による科目の制限

1年次：1年次配当科目から選択できます。
2年次：1、2年次の配当科目から選択できます。
3年次：1、2、3年次の配当科目から選択できます。
4年次：すべての開講科目から選択できます。

その他 既に単位認定を受けた科目を再度履修することはできません。

教養教育科目 （１）留学生は、「日本事情1」、「日本事情2」、「日本の社会と文化1」、
「日本の社会と文化2」の4科目8単位を必修とします。

最大48単位（教職に関する専門教育科目を除く）

専
門
教
育
科
目

学部名 学科名 卒業要件に
認められる単位 自由科目として扱わない科目

国際 国際

4 単位

製図、演習、実験、実習、

  外国書購読、卒業研究

※その他各学科の事情等に

     より除外する科目

スポーツ健康 スポーツ健康

経営 経営、商

経済 経済、国際経済

デザイン工 建築・環境デザイン、環境理工

— 機械工、交通機械工、 
電子情報通信工

都市創造工学科
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（4）自由科目

　他学部（自分の所属する学部以外）および他学科（自分の所属する学科以外）の専門教育科目（人間環境

学部は展開科目）を、卒業までに30単位まで履修することができます。そのうち4単位までを、専門教育科

目の選択科目として、卒業要件単位に算入することができます。（これを「自由科目」と称します。）ただし、

履修の認められない科目がありますので下表で確認してください。

　自由科目を履修したい人は、Webシラバスを熟読のうえ選択してください。

　自由科目は、Web履修申請画面で確認できる（表示されている）科目から選択してください。

都市創造工学科

他学部

経営

経済

デザイン工

―――

経営、商

経済、国際経済

情報システム、建築・環境デザイン

他学科 卒業要件に認
められる単位 自由科目として扱わない科目

人間環境

4単位

機械工、交通機械工、
電子情報通信工

文化コミュニケーション、
生活環境、スポーツ健康

製図、演習、実験、実習、外国書講

読、卒業研究

※その他各学科の事情等により
除外する科目

（5）履修制限

都市創造工学科の履修には次のような制限がありますので、注意してください。

　プレイスメントテストの点数が基準に満たない学生には、「基礎数学および演習」・「基礎物理学および演

習」・「基礎化学および演習」を1年次前期に履修することを義務づけています（編入生除く）。いずれも都

市創造工学科の科目を学ぶにあたって基礎となる重要な科目です。なお、単位未修得の場合には1年次後

期開講の再履修クラスで受講し単位修得すること。単位修得ができない場合には4年間での卒業が困難

となることがありますので留意してください。また、基礎科目（数学、物理学、化学）の修得には、「学習支援

センター」を大いに利用し基礎学力のアップに努めてください。

17K学生に適用

総
合
教
育
科
目

1年間に履修
できる単位数

工学基礎
・情報処理科目

言語文化科目

（1）「基礎数学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎数学および演習」を
履修し、単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

（2）「基礎物理学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎物理学および演習」
を履修し、単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

（3）「基礎化学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎化学および演習」を
履修し、単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

（１）卒業要件単位は、8単位以上（うち英語の卒業要件単位を4単位
以上）とします。（英語のみも可）（留学生除く）

（2）英語は入学初年度に限り、プレイスメントテストの結果により習
熟度別クラスに分けます。

（3）初修外国語（ドイツ語、フランス語、中国語）を履修する場合は、
必ず「入門１」から履修してください。

（4）留学生は
①母語を履修することはできません。
②日本語8単位を必修とします。

実
践
教
育
科
目

（１）卒業要件単位は、総合コース、構造コースは必修5単位、指定選択必修3単位以上を含む
8単位以上、自然エネルギーコースは必修3単位、指定選択必修5単位以上を含む8単位
以上とし、修得は次によります。

　①「都市創造入門セミナー」、「学習リテラシー」、「コンピュータリテラシー」、「フィールド
ワーク」、「日本語とコミュニケーション１」、「日本語とコミュニケーション2」は1年次全
員履修とします。

　②「日本語とコミュニケーション１」、「日本語とコミュニケーション2」から1単位以上修得
してください。(留学生は随意選択科目)

学年による科目の制限

1年次：1年次配当科目から選択できます。
2年次：1、2年次の配当科目から選択できます。
3年次：1、2、3年次の配当科目から選択できます。
4年次：すべての開講科目から選択できます。

その他 既に単位認定を受けた科目を再度履修することはできません。

教養教育科目 （１）留学生は、「日本事情1」、「日本事情2」、「日本の社会と文化1」、
「日本の社会と文化2」の4科目8単位を必修とします。

最大48単位（教職に関する専門教育科目を除く）

専
門
教
育
科
目
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02. 成績表の見方
・発表される「成績表」は、当該年度の前期末または学年末までの成績です。

・単位左側の文字の「必」は必修科目、「選必」は選択必修科目、「選」は選択科目を表わします。

・成績欄右寄りの評価は「今年度の成績」、中央の評価は「昨年度までの成績」を表わします。

・評価・認定は、「S」「A」「B」「C」「D」「T」で判定します。

※卒業研究の有資格者に卒業見込証明書を発行します。

・卒業研究履修資格欄（3年生以上）

 学年末に発表する成績表には、次年度の「卒業研究」履修の可否が表示されます。

来年度欄（3年生以上）

進級・卒業判定欄

修得単位数欄

卒業要件単位数

修得卒業要件単位数

修得総単位数

卒業に必要な単位数

現在修得している全ての単位のうち卒業要件としてカウントされた単位数

現在修得している全ての単位数

１年次 2年次 3年次 4年次 4留

１年 2年 3年 4年 卒業延期

卒業

卒業できる

有

卒業見込証明書発行可

無

卒業見込証明書発行不可
卒見証発行

有

卒業研究履修資格有

無

卒業研究履修資格無

済

卒業研究修得済
卒 研 資 格

「卒業研究」について

　（1）「卒業研究」を履修するには？

・卒業するためには、「卒業研究」（4年次配当科目）を修得しなければなりません。

・「卒業研究」を履修するためには、3年次修了までに履修資格を得ることが必要です。

・「卒業研究」の履修について質問や相談がある場合は、Web履修申請する前に教務課で相談

 してください。

・卒業予定者で、時間割上卒業要件単位数を満たす履修申請ができない場合も、教務課で相談

 してください。

　
　（2）履修資格

「卒業研究」を履修するためには、3年次修了時において次の3つの条件を満たさなければなりません。

①卒業要件単位数（124単位）のうち、94単位以上修得している。

②総合教育科目の卒業要件20単位上修得している。

③専門必修科目の実験、実習および演習の未修得単位が2単位以内である。

　̶参考 （̶「卒業研究」履修資格を得るために必要な科目）
総合コース 構造コース

科　目　名 単位

2
2
2
1
1
1
1
1

2
2
1
1
1

フィールドワーク
物理学実験
測量学実習
建設材料実験
土質実験
水理実験
衛生実験
都市創造デザイン

科　目　名 単位

フィールドワーク
測量学実習
建設材料実験
土質実験
都市創造デザイン

自然エネルギーコース

2
1
1
1

2

科　目　名 単位

測量学実習
自然エネルギーデザイン1
自然エネルギーデザイン2
自然エネルギーデザイン3
物理学実験
化学実験
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02. 成績表の見方
・発表される「成績表」は、当該年度の前期末または学年末までの成績です。

・単位左側の文字の「必」は必修科目、「選必」は選択必修科目、「選」は選択科目を表わします。

・成績欄右寄りの評価は「今年度の成績」、中央の評価は「昨年度までの成績」を表わします。

・評価・認定は、「S」「A」「B」「C」「D」「T」で判定します。

※卒業研究の有資格者に卒業見込証明書を発行します。

・卒業研究履修資格欄（3年生以上）

 学年末に発表する成績表には、次年度の「卒業研究」履修の可否が表示されます。

来年度欄（3年生以上）

進級・卒業判定欄

修得単位数欄

卒業要件単位数

修得卒業要件単位数

修得総単位数

卒業に必要な単位数

現在修得している全ての単位のうち卒業要件としてカウントされた単位数

現在修得している全ての単位数

１年次 2年次 3年次 4年次 4留

１年 2年 3年 4年 卒業延期

卒業

卒業できる

有

卒業見込証明書発行可

無

卒業見込証明書発行不可
卒見証発行

有

卒業研究履修資格有

無

卒業研究履修資格無

済

卒業研究修得済
卒 研 資 格

「卒業研究」について

　（1）「卒業研究」を履修するには？

・卒業するためには、「卒業研究」（4年次配当科目）を修得しなければなりません。

・「卒業研究」を履修するためには、3年次修了までに履修資格を得ることが必要です。

・「卒業研究」の履修について質問や相談がある場合は、Web履修申請する前に教務課で相談

 してください。

・卒業予定者で、時間割上卒業要件単位数を満たす履修申請ができない場合も、教務課で相談

 してください。

　
　（2）履修資格

「卒業研究」を履修するためには、3年次修了時において次の3つの条件を満たさなければなりません。

①卒業要件単位数（124単位）のうち、94単位以上修得している。

②総合教育科目の卒業要件20単位上修得している。

③専門必修科目の実験、実習および演習の未修得単位が2単位以内である。

　̶参考 （̶「卒業研究」履修資格を得るために必要な科目）
総合コース 構造コース

科　目　名 単位

2
2
2
1
1
1
1
1

2
2
1
1
1

フィールドワーク
物理学実験
測量学実習
建設材料実験
土質実験
水理実験
衛生実験
都市創造デザイン

科　目　名 単位

フィールドワーク
測量学実習
建設材料実験
土質実験
都市創造デザイン

自然エネルギーコース

2
1
1
1

2

科　目　名 単位

測量学実習
自然エネルギーデザイン1
自然エネルギーデザイン2
自然エネルギーデザイン3
物理学実験
化学実験
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04. 修了要件単位数（外国人留学生も共通）
卒業するためには、以下の2つの条件を満たさなければなりません。

①4年間（編入生は2年間）以上在学

休学期間は在学年数に含まれません。したがって、半期でも休学すると4年（編入生は2年）で卒業する

ことができません。

②学科で定められた卒業要件単位124単位以上（編入生は別途定める）を修得

カリキュラム上、区分ごとに卒業要件に必要な単位数が異なります。履修の仕方によっては単位を修得し

ても卒業要件単位に入らない場合がありますので、注意してください。

修了要件単位　　　124単位以上

単位修得にあたっての留意事項

①単位の修得にあたっては、講義科目は2／3以上、実験・実習・演習科目は3／4以上の出席を最低条件

としています。

②都市創造工学科では、学科の学習・教育目標に基づき修了要件の科目を指定し、学習保証時間を定めて

おります。

③科目履修は学科教員の指導のもとに履修申請をすること。

④学習保証時間の確保のために、前期・後期ともに最低15回の授業を行います。

⑤15回を確保するため、学年暦にかかわらず補講を行います。

⑥留学生は、教養教育科目分野の日本文化および言語文化科目分野の日本語を必修とする。ただし、「日

本語とコミュニケーション1・2」については、随意選択科目とする。

⑦基礎科目を履修する学生は1年次前期に単位を修得すること。未修得の場合4年間で卒業できないこと

もあります。

総

合

教

育

科

目

専門教育科目

教
養
教
育
科
目

言
語
文
化

科
目

学
士（
工
学
）

20
単
位
以
上

124
単位
以上

4 年 以 上 在 学

（日本事情1・日本事情2）
（日本の社会と文化1・日本の社会と文化2）

各コースで指定する必修科目、指定選択必修科目の
単位を合わせて修得

（留学生4科目）

8単位以上

88単位以上

12単位
以上

8単位
以上

身 体 科 学 科 目

教養入門ゼミ
人文科学
社会科学
自然科学
学際領域

英　　　語（４単位以上）
初修外国語
日　本　語（留学生科目）

指定選択必修科目
の中から8科目以
上

指定選択必修科目
の中から6科目以
上

実 践 教 育 科 目

注）初修外国語は、ドイツ語・フランス語・中語語のうち１言語のみとする。
注）留学生は、総合コースのみ英語4単位以上。

卒業要件単位数（外国人留学生も共通）

卒業するためには、以下の2つの条件を満たさなければなりません。

①4年間（編入生は2年間）以上在学

休学期間は在学年数に含まれません。したがって、半期でも休学すると4年（編入生は2年）で卒業する

ことができません。

②学科で定められた卒業要件単位124単位以上（編入生は別途定める）を修得

カリキュラム上、区分ごとに卒業要件に必要な単位数が異なります。履修の仕方によっては単位を修得し

ても卒業要件単位に入らない場合がありますので、注意してください。

卒業要件単位　　　124単位以上

単位修得にあたっての留意事項
①単位の修得にあたっては、講義科目は2／3以上、実験・実習・演習科目は3／4以上の出席を最低条件

としています。

②都市創造工学科では、学科の学習・教育到達目標に基づき修了要件の科目を指定し、学習保証時間を

定めております。

③科目履修は学科教員の指導のもとに履修申請をすること。

④学習保証時間の確保のために、前期・後期ともに最低15回の授業を行います。

⑤15回を確保するため、学年暦にかかわらず補講を行います。

⑥留学生は、教養教育科目分野の日本文化および言語文化科目分野の日本語を必修とする。ただし、「日

本語とコミュニケーション1・2」については、随意選択科目とする。

⑦基礎科目を履修する学生は1年次前期に単位を修得すること。未修得の場合4年間で卒業できないこと

もあります。

注）初修外国語は、ドイツ語・フランス語・中語語のうち１言語のみとする。
注）留学生は、総合コースのみ英語4単位以上。

卒業要件単位数（外国人留学生も共通）

卒業するためには、以下の2つの条件を満たさなければなりません。

①4年間（編入生は2年間）以上在学

休学期間は在学年数に含まれません。したがって、半期でも休学すると4年（編入生は2年）で卒業する

ことができません。

②学科で定められた卒業要件単位124単位以上（編入生は別途定める）を修得

カリキュラム上、区分ごとに卒業要件に必要な単位数が異なります。履修の仕方によっては単位を修得し

ても卒業要件単位に入らない場合がありますので、注意してください。

卒業要件単位　　　124単位以上

単位修得にあたっての留意事項
①単位の修得にあたっては、講義科目は2／3以上、実験・実習・演習科目は3／4以上の出席を最低条件

としています。

②都市創造工学科では、学科の学習・教育到達目標に基づき修了要件の科目を指定し、学習保証時間を

定めております。

③科目履修は学科教員の指導のもとに履修申請をすること。

④学習保証時間の確保のために、前期・後期ともに最低15回の授業を行います。

⑤15回を確保するため、学年暦にかかわらず補講を行います。

⑥留学生は、教養教育科目分野の日本文化および言語文化科目分野の日本語を必修とする。ただし、「日

本語とコミュニケーション1・2」については、随意選択科目とする。

⑦基礎科目を履修する学生は1年次前期に単位を修得すること。未修得の場合4年間で卒業できないこと

もあります。

注）初修外国語は、ドイツ語・フランス語・中語語のうち１言語のみとする。
注）留学生は、総合コースのみ英語4単位以上。

卒業見込証明書と卒業／履修要件

（1）「卒業研究」と「卒業見込証明書」

「卒業研究」の履修資格を得た学生を、卒業予定者と呼び、4年次になった4月から卒業見込証明書の交
付を受けることができます。
卒業見込証明書は、就職活動のために訪れる企業などに提出するものです。必要な人は、証明書自動発
行機（本館1階、クリスタルテラス、梅田サテライト）を利用してください。

（2）進級の条件

修得単位数に関する履修制限はありませんので、4年次まで進級は可能です。しかし、3年次修了時点で
卒業研究履修資格の条件を満たしていなければ、4年間では卒業できなくなります。また、進級するために
は、1年を通じて在学していなければなりません。
なお、1年間で最大48単位の履修制限がありますので、計画的に修学してください。

※卒業延期者においては、前期（半期）科目で卒業要件単位を修得した場合に限り、9月期卒業が可能となります。

1年次

◆45単位以下
（編入生39単位以下）修得

40単位以上の修得が標準

80単位以上の修得が標準

118単位以上の修得が標準

◆46単位以上（編入生40単位以上）修得

◆「卒業研究」履修資格
取得まで継続

◆「卒業研究」合格まで継続 ◆卒業要件単位修得123単位以下

◆卒業要件単位修得124単位以上

124単位以上

2年次

3年次 3年次

4年次卒業予定者

卒業研究合格

卒業

卒業研究不合格

4留

4年次卒業延期者
4留

4留

卒業研究
履修資格あり

◆
最
大
48
単
位
／
年
ま
で
履
修
申
請
可
能

卒業研究
履修資格なし

◆卒業要件単位の修得が総合教育科
目20単位を含む94単位以上かつ、
実験、実習、演習の未修得単位が2単
位以内

◆卒業要件単位の修得が
総合教育科目19単位以下、
あるいは、93単位以下、あ
るいは、実験、実習の未修
得単位が3単位以上
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04. 修了要件単位数（外国人留学生も共通）
卒業するためには、以下の2つの条件を満たさなければなりません。

①4年間（編入生は2年間）以上在学

休学期間は在学年数に含まれません。したがって、半期でも休学すると4年（編入生は2年）で卒業する

ことができません。

②学科で定められた卒業要件単位124単位以上（編入生は別途定める）を修得

カリキュラム上、区分ごとに卒業要件に必要な単位数が異なります。履修の仕方によっては単位を修得し

ても卒業要件単位に入らない場合がありますので、注意してください。

修了要件単位　　　124単位以上

単位修得にあたっての留意事項

①単位の修得にあたっては、講義科目は2／3以上、実験・実習・演習科目は3／4以上の出席を最低条件

としています。

②都市創造工学科では、学科の学習・教育目標に基づき修了要件の科目を指定し、学習保証時間を定めて

おります。

③科目履修は学科教員の指導のもとに履修申請をすること。

④学習保証時間の確保のために、前期・後期ともに最低15回の授業を行います。

⑤15回を確保するため、学年暦にかかわらず補講を行います。

⑥留学生は、教養教育科目分野の日本文化および言語文化科目分野の日本語を必修とする。ただし、「日

本語とコミュニケーション1・2」については、随意選択科目とする。

⑦基礎科目を履修する学生は1年次前期に単位を修得すること。未修得の場合4年間で卒業できないこと

もあります。

総

合

教

育

科

目

専門教育科目

教
養
教
育
科
目

言
語
文
化

科
目

学
士（
工
学
）

20
単
位
以
上

124
単位
以上

4 年 以 上 在 学

（日本事情1・日本事情2）
（日本の社会と文化1・日本の社会と文化2）

各コースで指定する必修科目、指定選択必修科目の
単位を合わせて修得

（留学生4科目）

8単位以上

88単位以上

12単位
以上

8単位
以上

身 体 科 学 科 目

教養入門ゼミ
人文科学
社会科学
自然科学
学際領域

英　　　語（４単位以上）
初修外国語
日　本　語（留学生科目）

指定選択必修科目
の中から8科目以
上

指定選択必修科目
の中から6科目以
上

実 践 教 育 科 目

注）初修外国語は、ドイツ語・フランス語・中語語のうち１言語のみとする。
注）留学生は、総合コースのみ英語4単位以上。

卒業見込証明書と卒業／履修要件

（1）「卒業研究」と「卒業見込証明書」

「卒業研究」の履修資格を得た学生を、卒業予定者と呼び、4年次になった4月から卒業見込証明書の交
付を受けることができます。
卒業見込証明書は、就職活動のために訪れる企業などに提出するものです。必要な人は、証明書自動発
行機（本館1階、クリスタルテラス、梅田サテライト）を利用してください。

（2）進級の条件

修得単位数に関する履修制限はありませんので、4年次まで進級は可能です。しかし、3年次修了時点で
卒業研究履修資格の条件を満たしていなければ、4年間では卒業できなくなります。また、進級するために
は、1年を通じて在学していなければなりません。
なお、1年間で最大48単位の履修制限がありますので、計画的に修学してください。

※卒業延期者においては、前期（半期）科目で卒業要件単位を修得した場合に限り、9月期卒業が可能となります。

1年次

◆45単位以下
（編入生39単位以下）修得

40単位以上の修得が標準

80単位以上の修得が標準

118単位以上の修得が標準

◆46単位以上（編入生40単位以上）修得

◆「卒業研究」履修資格
取得まで継続

◆「卒業研究」合格まで継続 ◆卒業要件単位修得123単位以下

◆卒業要件単位修得124単位以上

124単位以上

2年次

3年次 3年次

4年次卒業予定者

卒業研究合格

卒業

卒業研究不合格

4留

4年次卒業延期者
4留

4留

卒業研究
履修資格あり

◆
最
大
48
単
位
／
年
ま
で
履
修
申
請
可
能

卒業研究
履修資格なし

◆卒業要件単位の修得が総合教育科
目20単位を含む94単位以上かつ、
実験、実習、演習の未修得単位が2単
位以内

◆卒業要件単位の修得が
総合教育科目19単位以下、
あるいは、93単位以下、あ
るいは、実験、実習の未修
得単位が3単位以上
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（3）都市創造工学科の学習・教育到達目標のための卒業までの修了要件
　 （実践教育科目）

(1)1年間の履修制限　48単位 

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。 

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。 

(4)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。 

○必修科目　□指定選択必修科目

都 市 創 造 入 門セミナ ー

学 習 リ テ ラ シ ー

コンピュータリテラシー

フ ィ ー ル ド ワ ー ク

日本語とコミュニュケーション1

日本語とコミュニュケーション2

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 1

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 3

イ ン タ ー ン シ ッ プ

実 践 特 別 科 目

大 阪 産 業 大 学 と 社 会

(コース共通)
各コース必修科目と
「日本語とコミュニケーション1」・
「日本語とコミュニケーション2」
から1科目以上を含む7科目以上
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

１前

１前

１前

1後

１前

１後

２後

３前

３後

３集

３後

１前

区分 開講
年期

1

1

1

2

1

1

1

1

1

2

2

1

○

□

○

○

□

□

□

□

○

□

□

○

□

○

□

□

□

□

□

○

□

□

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

(集中）

単位認定科目

科目名称 備考学習・教育到達目標の
修了要件科目数

実　
　

践　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

単
位

総
合

・構
造

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

　 （総合教育科目：教養教育科目／身体科学科目）

(1)1年間の履修制限　48単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。

(4)構造コースは「無印」科目も卒業要件単位（8単位）に算入される。

○必修科目　□指定選択必修科目　●留学生のみ必修科目

文 学

哲 学

論 理 学

心 理 学

社 会 思 想 史

日 本 事 情 1

日 本 事 情 2

日 本 国 憲 法

現 代 の 政 治

経 済 学 の 基 礎

近 代 史

地 理 学

日本 の 社 会と文 化 1

日 本 の 社 会と文 化 2

物 質 科 学

宇 宙 科 学

環 境 科 学

生 命 科 学

現 代 数 学 入 門

平 和 学

時 事 問 題

外 国 の 社 会 と 文 化

倫理学（工業倫理含む）

科 学 技 術 史

スポーツ科 学 実 習 1

スポーツ科 学 実 習 2

ス ポ ー ツ 科 学

生 涯 ス ポ ー ツ

(コース共通)
「文学」・「心理学」・「経済学の基礎」・
「倫理学」の中から1科目以上とし、
他の指定選択必修科目(□)と合わ
せて6科目以上

１前

１後

１後

１後

１前

１後

１前

１後

１前

１後

１後

１後

１前

１前

１後

１後

１前

１後

１前

１後

１前

１後

１前

１前

１後

１前

１後

２前

２後

区分 開講
年期

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

□

□

●

●

□

□

□

□

●

●

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

●

●

□

□

□

□

□

●

●

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

留学生対象

科目（必修）

科目名称 備考学習・教育到達目標の
修了要件科目数

総　
　

合　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

教　
　

養　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

学
際
領
域

身
体
化
学
科
目

単
位

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

教 養 入 門 ゼ ミ

留学生対象

科目（必修）

総
合

・構
造
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（3）都市創造工学科の学習・教育到達目標のための卒業までの修了要件
　 （実践教育科目）

(1)1年間の履修制限　48単位 

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。 

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。 

(4)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。 

○必修科目　□指定選択必修科目

都 市 創 造 入 門セミナ ー

学 習 リ テ ラ シ ー

コンピュータリテラシー

フ ィ ー ル ド ワ ー ク

日本語とコミュニュケーション1

日本語とコミュニュケーション2

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 1

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 3

イ ン タ ー ン シ ッ プ

実 践 特 別 科 目

大 阪 産 業 大 学 と 社 会

(コース共通)
各コース必修科目と
「日本語とコミュニケーション1」・
「日本語とコミュニケーション2」
から1科目以上を含む7科目以上
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

１前

１前

１前

1後

１前

１後

２後

３前

３後

３集

３後

１前

区分 開講
年期

1

1

1

2

1

1

1

1

1

2

2

1

○

□

○

○

□

□

□

□

○

□

□

○

□

○

□

□

□

□

□

○

□

□

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

(集中）

単位認定科目

科目名称 備考学習・教育到達目標の
修了要件科目数

実　
　

践　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

単
位

総
合

・構
造

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

　 （総合教育科目：教養教育科目／身体科学科目）

(1)1年間の履修制限　48単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。

(4)構造コースは「無印」科目も卒業要件単位（8単位）に算入される。

○必修科目　□指定選択必修科目　●留学生のみ必修科目

文 学

哲 学

論 理 学

心 理 学

社 会 思 想 史

日 本 事 情 1

日 本 事 情 2

日 本 国 憲 法

現 代 の 政 治

経 済 学 の 基 礎

近 代 史

地 理 学

日本 の 社 会と文 化 1

日 本 の 社 会と文 化 2

物 質 科 学

宇 宙 科 学

環 境 科 学

生 命 科 学

現 代 数 学 入 門

平 和 学

時 事 問 題

外 国 の 社 会 と 文 化

倫理学（工業倫理含む）

科 学 技 術 史

スポーツ科 学 実 習 1

スポーツ科 学 実 習 2

ス ポ ー ツ 科 学

生 涯 ス ポ ー ツ

(コース共通)
「文学」・「心理学」・「経済学の基礎」・
「倫理学」の中から1科目以上とし、
他の指定選択必修科目(□)と合わ
せて6科目以上

１前

１後

１後

１後

１前

１後

１前

１後

１前

１後

１後

１後

１前

１前

１後

１後

１前

１後

１前

１後

１前

１後

１前

１前

１後

１前

１後

２前

２後

区分 開講
年期

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

□

□

●

●

□

□

□

□

●

●

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

●

●

□

□

□

□

□

●

●

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

留学生対象

科目（必修）

科目名称 備考学習・教育到達目標の
修了要件科目数

総　
　

合　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

教　
　

養　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

学
際
領
域

身
体
化
学
科
目

単
位

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

教 養 入 門 ゼ ミ

留学生対象

科目（必修）

総
合

・構
造
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　(総合教育科目：言語文化育科目)

(1)1年間の履修制限　48単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。

(4)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

○必修科目　□指定選択必修科目　●留学生のみ必修科目

英語(Listening&Speaking)1
英語(Listening&Speaking)2
英語(Listening&Speaking)3
英語(Listening&Speaking)4
TOEIC上級(Listening)1
TOEIC上級(Listening)2
英語(Reading&Writing) 1
英語(Reading&Writing) 2
英語(Reading&Writing) 3
英語(Reading&Writing) 4
TOEIC上級(Reading)1
TOEIC上級(Reading)2
英 語 総 合 ( 上 級 ）1
英 語 総 合 ( 上 級 ）2
英 語 海 外 研 修
ド イ ツ 語 入 門 1
ド イ ツ 語 入 門 2
ド イ ツ 語 初 級 1
ド イ ツ 語 初 級 2
ド イ ツ 語 総 合 1
ド イ ツ 語 総 合 2
ド イ ツ 語 海 外 研 修
フ ラ ン ス 語 入 門 1
フ ラ ン ス 語 入 門 2
フ ラ ン ス 語 初 級 1
フ ラ ン ス 語 初 級 2
フ ラ ン ス 語 総 合 1
フ ラ ン ス 語 総 合 2
フ ラ ン ス 語 海 外 研 修
中 国 語 入 門 1
中 国 語 入 門 2
中 国 語 初 級 1
中 国 語 初 級 2
中 国 語 総 合 1
中 国 語 総 合 2
中 国 語 海 外 研 修
日 本 語 読 解 １
日 本 語 読 解 2
日 本 語 作 文 １
日 本 語 作 文 2
上 級 日 本 語 読 解 １
上 級 日 本 語 読 解 2
上 級 日 本 語 作 文 １
上 級 日 本 語 作 文 2

(コース共通)
指定選択必修科目(□)の中から英
語を4科目以上を含む8科目以上

留学生は、総合コースのみ英語4科
目以上

１前
１後
２前
２後
２前
２後
１前
１後
２前
２後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
１前
１後
２前
２後
２前
２後

区分 開講
年期

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
●
●
●
●
●
●
●
●

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
●
●
●
●
●
●
●
●

科目名称 備考
学習・教育到達目標の
修了要件科目数

総　
　

合　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

言　
　

語　
　

文　
　

化　
　

科　
　

目

英　

語

初

修

外

国

語

日
本
語

単
位

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

留学生対象

科目（必修）

4
科
目
以
上

総
合

・構
造

（4）都市創造工学科の学習・教育到達目標のための卒業までの修了要件
　 (専門教育科目：工学基礎科目／コース共通科目）

(1)1年間の履修制限　48単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

(4)構造コースは「無印」科目も卒業要件単位（8単位）に算入される。

○必修科目　□指定選択必修科目

※4年間で卒業するためには、プレイスメントテストの結果、指定された科目の単位は1年次で必ず修得のこと。

基 礎 数 学 お よ び 演 習

解 析 学 1

代 数 学 １

数 学 演 習 １

解 析 学 2

代 数 学 2

数 学 演 習 2

代 数 学 3

解 析 学 3

工 学 基 礎 数 学 1

工 学 基 礎 数 学 2

基礎物理学および演習

物 理 学１お よ び 演 習

物 理 学 2

物 理 学 実 験

基 礎 化 学 お よ び 演 習

化 学 1 お よ び 演 習

化 学 2

化 学 実 験

C A D 演 習 1

C A D 演 習 2

測 量 学 1

測 量 学 2

測 量 学 実 習

地 球 科 学

環 境 生 態

工 学 英 語

工 学 倫 理

１前

１前

１前

１前

１後

１後

１後

２前

２前

３前

３後

１前

１前

１後

１後

１前

１前

１後

１前

２前

２後

１後

２前

２前

１後

１前

３前

３前

3 

2 

2 

1 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

□

○

○

○

□

□

□

□

□

□

□

○

□

□

□

□

□

□

○

□

○

□

□

○

○

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

○

○

□

○

□

□

○

○

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

□

○

□

○

□

□

○

○

区分 単
位

総
合

構
造

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

開講
年期

学習・教育到達目標の
修了要件科目数科目名称

工
学
基
礎
科
目

数　

学

物　

理

化　

学

コ
ー
ス
共
通

専　
　

門　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

(総合)
必修科目（○）および「工学基
礎数学１」・「工学基礎数学2」
の1科目以上、物理4科目の
中から2科目以上を含む9科
目以上

(構造)
物理4科目の中から2科目以
上を含む７科目以上

(自然エネルギー)
「工学基礎数学１」・「工学基
礎数学2」から1科目以上、
「物理学実験」・「化学実験」か
ら１科目以上、物理・化学8科
目の中から2科目以上を含
む7科目以上

(総合)
必修科目（○）および「CAD
演習１」・「CAD演習2」から1
科目以上、「地球科学」・「環境
生態」から１科目以上を含む
6科目以上

(構造)（自然エネルギー）
必修科目（○）および指定選
択必修科目（□）から修得

※

※

※

※

※

※

全員履修

※

※

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

備考
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　(総合教育科目：言語文化育科目)

(1)1年間の履修制限　48単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。

(4)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

○必修科目　□指定選択必修科目　●留学生のみ必修科目

英語(Listening&Speaking)1
英語(Listening&Speaking)2
英語(Listening&Speaking)3
英語(Listening&Speaking)4
TOEIC上級(Listening)1
TOEIC上級(Listening)2
英語(Reading&Writing) 1
英語(Reading&Writing) 2
英語(Reading&Writing) 3
英語(Reading&Writing) 4
TOEIC上級(Reading)1
TOEIC上級(Reading)2
英 語 総 合 ( 上 級 ）1
英 語 総 合 ( 上 級 ）2
英 語 海 外 研 修
ド イ ツ 語 入 門 1
ド イ ツ 語 入 門 2
ド イ ツ 語 初 級 1
ド イ ツ 語 初 級 2
ド イ ツ 語 総 合 1
ド イ ツ 語 総 合 2
ド イ ツ 語 海 外 研 修
フ ラ ン ス 語 入 門 1
フ ラ ン ス 語 入 門 2
フ ラ ン ス 語 初 級 1
フ ラ ン ス 語 初 級 2
フ ラ ン ス 語 総 合 1
フ ラ ン ス 語 総 合 2
フ ラ ン ス 語 海 外 研 修
中 国 語 入 門 1
中 国 語 入 門 2
中 国 語 初 級 1
中 国 語 初 級 2
中 国 語 総 合 1
中 国 語 総 合 2
中 国 語 海 外 研 修
日 本 語 読 解 １
日 本 語 読 解 2
日 本 語 作 文 １
日 本 語 作 文 2
上 級 日 本 語 読 解 １
上 級 日 本 語 読 解 2
上 級 日 本 語 作 文 １
上 級 日 本 語 作 文 2

(コース共通)
指定選択必修科目(□)の中から英
語を4科目以上を含む8科目以上

留学生は、総合コースのみ英語4科
目以上

１前
１後
２前
２後
２前
２後
１前
１後
２前
２後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
１前
１後
２前
２後
２前
２後

区分 開講
年期

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
●
●
●
●
●
●
●
●

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
●
●
●
●
●
●
●
●

科目名称 備考
学習・教育到達目標の
修了要件科目数

総　
　

合　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

言　
　

語　
　

文　
　

化　
　

科　
　

目

英　

語

初

修

外

国

語

日
本
語

単
位

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

留学生対象

科目（必修）

4
科
目
以
上

総
合

・構
造

（4）都市創造工学科の学習・教育到達目標のための卒業までの修了要件
　 (専門教育科目：工学基礎科目／コース共通科目）

(1)1年間の履修制限　48単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

(4)構造コースは「無印」科目も卒業要件単位（8単位）に算入される。

○必修科目　□指定選択必修科目

※4年間で卒業するためには、プレイスメントテストの結果、指定された科目の単位は1年次で必ず修得のこと。

基 礎 数 学 お よ び 演 習

解 析 学 1

代 数 学 １

数 学 演 習 １

解 析 学 2

代 数 学 2

数 学 演 習 2

代 数 学 3

解 析 学 3

工 学 基 礎 数 学 1

工 学 基 礎 数 学 2

基礎物理学および演習

物 理 学１お よ び 演 習

物 理 学 2

物 理 学 実 験

基 礎 化 学 お よ び 演 習

化 学 1 お よ び 演 習

化 学 2

化 学 実 験

C A D 演 習 1

C A D 演 習 2

測 量 学 1

測 量 学 2

測 量 学 実 習

地 球 科 学

環 境 生 態

工 学 英 語

工 学 倫 理

１前

１前

１前

１前

１後

１後

１後

２前

２前

３前

３後

１前

１前

１後

１後

１前

１前

１後

１前

２前

２後

１後

２前

２前

１後

１前

３前

３前

3 

2 

2 

1 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

□

○

○

○

□

□

□

□

□

□

□

○

□

□

□

□

□

□

○

□

○

□

□

○

○

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

○

○

□

○

□

□

○

○

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

□

○

□

○

□

□

○

○

区分 単
位

総
合

構
造

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

開講
年期

学習・教育到達目標の
修了要件科目数科目名称

工
学
基
礎
科
目

数　

学

物　

理

化　

学

コ
ー
ス
共
通

専　
　

門　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

(総合)
必修科目（○）および「工学基
礎数学１」・「工学基礎数学2」
の1科目以上、物理4科目の
中から2科目以上を含む9科
目以上

(構造)
物理4科目の中から2科目以
上を含む７科目以上

(自然エネルギー)
「工学基礎数学１」・「工学基
礎数学2」から1科目以上、
「物理学実験」・「化学実験」か
ら１科目以上、物理・化学8科
目の中から2科目以上を含
む7科目以上

(総合)
必修科目（○）および「CAD
演習１」・「CAD演習2」から1
科目以上、「地球科学」・「環境
生態」から１科目以上を含む
6科目以上

(構造)（自然エネルギー）
必修科目（○）および指定選
択必修科目（□）から修得

※

※

※

※

※

※

全員履修

※

※

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

備考

046

17
K

入
学
生



　(専門教育科目：都市創造コース科目／総合・構造コース科目）

(1)1年間の履修制限　48単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

○必修科目　□指定選択必修科目　－コースで履修できない科目

建 設 材 料

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

道 路 工 学

構 造 力 学 1

構 造 力 学 2

構 造 工 学

土 質 力 学 1

土 質 力 学 2

地 盤 工 学

水 理 学 1

水 理 学 2

河 海 工 学

土 木 計 画 学

交 通 シ ス テ ム 工 学

都 市 計 画

環 境 工 学 1

環 境 工 学 2

環 境 シ ス テ ム

資 源 リ サ イ ク ル

都 市 創 造 最 前 線

建 設 施 工 学

地 震 工 学

建 設 マ ネ ー ジ メ ント

維 持 管 理 工 学

橋 梁 工 学

防 災 工 学

構 造 力 学 演 習

土 質 力 学 演 習

水 理 学 演 習

地 域 ・ 計 画 学 演 習

鉄 筋コンクリート演 習

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ設計演習（設計製図含む）

特 別 演 習

卒 業 演 習

建 設 材 料 実 験

土 質 実 験

水 理 実 験

衛 生 実 験

都 市 創 造 デ ザ イ ン

２後

３前

３前

２前

２後

３後

２前

２後

３後

２前

２後

３前

３前

２前

２後

２前

２後

３前

３後

３後

３前

４前

４前

4前

３後

３後

２後

２後

２後

３後

３前

３後

4前

4前

３前

３前

３後

３後

３後

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2

2 

2 

2 

2 

2 

2

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

1

1

1 

1 

1 

1 

1

○

□

□

□

○

□

□

○

□

□

○

□

○

○

□

○

□

□

○

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

□

○

○

○

○

○

□

□

□

□

□

○

□

□

○

－

－

○

○

○

□

□

□

○

□

○

□

□

○

□

□

□

□

□

□

□

□

○

□

□

□

　

　

□

□

□

□

□

－

－

□

□

□

□

－

区分 単
位

総
合

構
造

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

開講
年期

学習・教育到達目標の
修了要件科目数科目名称

総
合
・
構
造
コ
ー
ス

材
料

総
合

演
習

実
験

専　
　

門　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

(総合)
必修科目（○）を含む指定選
択必修13科目以上

(構造)（自然エネルギー）
必修科目（○）および指定選
択必修科目（□）から修得

(総合)
必修科目（○）および
「都市創造最前線」・「建設施
工学」から1科目以上、
「地震工学」・「建設マネージ
メント」・「維持管理工学」から
１科目以上
総合8科目の中から5科目以
上
演習8科目の中から6単位以
上

（構造）
必修科目（○）および
総合の指定選択必修科目
（□）から2科目以上
演習の指定選択必修科目
（□）から2科目以上

（自然エネルギー）
必修科目（○）および
演習の指定選択必修科目
（□）から2科目以上

備考

構
造

地
盤

水
理

計
画

環
境

デ
ザ
イ
ン

(専門教育科目：総合・構造コース科目／自然エネルギーコース科目）

(1)1年間の履修制限　48単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

○必修科目　□指定選択必修科目　－コースで履修できない科目

ま ち づ く り 論 1
ま ち づ く り 論 2
ま ち づ く り 論 3
特 別 講 義 1
特 別 講 義 2
特 別 講 義 3
建 築 学 概 論
都 市 景 観
建 設 法 規 1
建 設 法 規 2
特 別 講 義 A
特 別 講 義 B
電 気 設 備 概 論
自 然 環 境 学 概 論
自然エネルギー工学概論
発 変 電 工 学
自 然 環 境 計 測 法
風 力 エ ネ ル ギ ー 工 学
太 陽 エ ネ ル ギ ー 工 学
海 洋 エ ネ ル ギ ー 工 学
熱 利 用 工 学
エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 工 学
エ ネ ル ギ ー 伝 送 工 学
電 磁 気 学 1
電 磁 気 学 2
電 気 回 路 1
電 気 回 路 2
電 磁 気・回 路 演 習 1
電 磁 気・回 路 演 習 2
ア ナ ロ グ 電 子 回 路
論 理 回 路
制 御 工 学 1
制 御 工 学 2
電 子 デ バ イ ス 概 論
電 子 計 測
自然エネルギーデザイン1
自然エネルギーデザイン2
自然エネルギーデザイン3
卒 業 研 究 論 文
卒 業 研 究

３前
３前
３後
３前
３前
３後
４前
４前
３前
３後
３前
３後
3後
２前
２後
３前
３前
３前
３前
３後
３後
３後
３後
２前
２後
２前
２後
２前
２後
２後
２後
３前
３後
２後
２後
２前
２後
３後
４通
４通

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
1 
1 
1 
6 
4 

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
○
－

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
○
－

－
－
－

－

－
－
－
－
□
○
○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
○
○
○
－
○

区分 単
位

総
合

構
造

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

開講
年期

学習・教育到達目標の
修了要件科目数科目名称

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス

資
格・ス
キ
ル
支
援

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
共
通
科
目

電
子
情
報
通
信
科
目

デ
ザ
イ
ン

専　
　

門　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

(総合)
卒業要件に算入されない

(構造)（自然エネルギー）
指定選択科目（□）から修得

自然エネルギーコースのみ
履修
（自然エネルギー）
必修科目（○）を含む指定選
択科目（□）から7科目以上

自然エネルギーコースのみ
履修
（自然エネルギー）
指定選択科目（□）から5科
目以上

自然エネルギーコースのみ履
修
（自然エネルギー）
必修科目（○）を全て修得

必修科目（○）１科目修得

備考

卒
業
研
究

047

17
K

入
学
生



　(専門教育科目：都市創造コース科目／総合・構造コース科目）

(1)1年間の履修制限　48単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

○必修科目　□指定選択必修科目　－コースで履修できない科目

建 設 材 料

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

道 路 工 学

構 造 力 学 1

構 造 力 学 2

構 造 工 学

土 質 力 学 1

土 質 力 学 2

地 盤 工 学

水 理 学 1

水 理 学 2

河 海 工 学

土 木 計 画 学

交 通 シ ス テ ム 工 学

都 市 計 画

環 境 工 学 1

環 境 工 学 2

環 境 シ ス テ ム

資 源 リ サ イ ク ル

都 市 創 造 最 前 線

建 設 施 工 学

地 震 工 学

建 設 マ ネ ー ジ メ ント

維 持 管 理 工 学

橋 梁 工 学

防 災 工 学

構 造 力 学 演 習

土 質 力 学 演 習

水 理 学 演 習

地 域 ・ 計 画 学 演 習

鉄 筋コンクリート演 習

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ設計演習（設計製図含む）

特 別 演 習

卒 業 演 習

建 設 材 料 実 験

土 質 実 験

水 理 実 験

衛 生 実 験

都 市 創 造 デ ザ イ ン

２後

３前

３前

２前

２後

３後

２前

２後

３後

２前

２後

３前

３前

２前

２後

２前

２後

３前

３後

３後

３前

４前

４前

4前

３後

３後

２後

２後

２後

３後

３前

３後

4前

4前

３前

３前

３後

３後

３後

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2

2 

2 

2 

2 

2 

2

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

1

1

1 

1 

1 

1 

1

○

□

□

□

○

□

□

○

□

□

○

□

○

○

□

○

□

□

○

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

□

○

○

○

○

○

□

□

□

□

□

○

□

□

○

－

－

○

○

○

□

□

□

○

□

○

□

□

○

□

□

□

□

□

□

□

□

○

□

□

□

　

　

□

□

□

□

□

－

－

□

□

□

□

－

区分 単
位

総
合

構
造

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

開講
年期

学習・教育到達目標の
修了要件科目数科目名称

総
合
・
構
造
コ
ー
ス

材
料

総
合

演
習

実
験

専　
　

門　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

(総合)
必修科目（○）を含む指定選
択必修13科目以上

(構造)（自然エネルギー）
必修科目（○）および指定選
択必修科目（□）から修得

(総合)
必修科目（○）および
「都市創造最前線」・「建設施
工学」から1科目以上、
「地震工学」・「建設マネージ
メント」・「維持管理工学」から
１科目以上
総合8科目の中から5科目以
上
演習8科目の中から6単位以
上

（構造）
必修科目（○）および
総合の指定選択必修科目
（□）から2科目以上
演習の指定選択必修科目
（□）から2科目以上

（自然エネルギー）
必修科目（○）および
演習の指定選択必修科目
（□）から2科目以上

備考

構
造

地
盤

水
理

計
画

環
境

デ
ザ
イ
ン

(専門教育科目：総合・構造コース科目／自然エネルギーコース科目）

(1)1年間の履修制限　48単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

○必修科目　□指定選択必修科目　－コースで履修できない科目

ま ち づ く り 論 1
ま ち づ く り 論 2
ま ち づ く り 論 3
特 別 講 義 1
特 別 講 義 2
特 別 講 義 3
建 築 学 概 論
都 市 景 観
建 設 法 規 1
建 設 法 規 2
特 別 講 義 A
特 別 講 義 B
電 気 設 備 概 論
自 然 環 境 学 概 論
自然エネルギー工学概論
発 変 電 工 学
自 然 環 境 計 測 法
風 力 エ ネ ル ギ ー 工 学
太 陽 エ ネ ル ギ ー 工 学
海 洋 エ ネ ル ギ ー 工 学
熱 利 用 工 学
エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 工 学
エ ネ ル ギ ー 伝 送 工 学
電 磁 気 学 1
電 磁 気 学 2
電 気 回 路 1
電 気 回 路 2
電 磁 気・回 路 演 習 1
電 磁 気・回 路 演 習 2
ア ナ ロ グ 電 子 回 路
論 理 回 路
制 御 工 学 1
制 御 工 学 2
電 子 デ バ イ ス 概 論
電 子 計 測
自然エネルギーデザイン1
自然エネルギーデザイン2
自然エネルギーデザイン3
卒 業 研 究 論 文
卒 業 研 究

３前
３前
３後
３前
３前
３後
４前
４前
３前
３後
３前
３後
3後
２前
２後
３前
３前
３前
３前
３後
３後
３後
３後
２前
２後
２前
２後
２前
２後
２後
２後
３前
３後
２後
２後
２前
２後
３後
４通
４通

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
1 
1 
1 
6 
4 

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
○
－

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
○
－

－
－
－

－

－
－
－
－
□
○
○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
○
○
○
－
○

区分 単
位

総
合

構
造

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

開講
年期

学習・教育到達目標の
修了要件科目数科目名称

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス

資
格・ス
キ
ル
支
援

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
共
通
科
目

電
子
情
報
通
信
科
目

デ
ザ
イ
ン

専　
　

門　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

(総合)
卒業要件に算入されない

(構造)（自然エネルギー）
指定選択科目（□）から修得

自然エネルギーコースのみ
履修
（自然エネルギー）
必修科目（○）を含む指定選
択科目（□）から7科目以上

自然エネルギーコースのみ
履修
（自然エネルギー）
指定選択科目（□）から5科
目以上

自然エネルギーコースのみ履
修
（自然エネルギー）
必修科目（○）を全て修得

必修科目（○）１科目修得

備考

卒
業
研
究

048
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（
全
コ
ー
ス
共
通
）　
※
印
は
、１
年
次
全
員
履
修
科
目
　
◎
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
○
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
●
留
学
生
の
必
修
科
目

１
年
次

前
期

後
期

2
年
次

前
期

後
期

3
年
次

前
期

後
期

4
年
次

前
期

後
期

備
考

分
野

身
体
科
学
科
目

（
5
）都
市
創
造
工
学
科
　
1
7
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標
に
基
づ
く
） 

・総
合
教
育
科
目
の
う
ち
、上
記
科
目
の
み
卒
業
要
件
単
位
に
参
入
さ
れ
る（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
を
除
く
）。

・実
践
教
育
科
目
は
、3
年
次
修
了
時
点
に
お
い
て
8
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と（
卒
業
研
究
着
手
の
履
修
制
限
）。
　

・総
合
教
育
科
目
は
、3
年
次
修
了
時
点
に
お
い
て
2
0
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と（
卒
業
研
究
着
手
の
履
修
制
限
）。

・総
合
教
育
科
目
の
卒
業
要
件
単
位
数
は
、言
語
文
化
科
目（
英
語
4
単
位
以
上
を
含
む
）8
単
位
以
上
、か
つ
2
0
単
位
以
上
。

人
文
科
学
 
 

（
留
学
生
科
目
）

社
会
科
学
 
 

  自
然
科
学・

学
際
領
域
  

  （
留
学
生
科
目
）

    英
語
 

 

    初
修
外
国
語
  

      日
本
語
 

 

（
留
学
生
科
目
）

(コ
ー
ス
共
通
)

各
コ
ー
ス
必
修
科
目
と「
日
本
語
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
」・「
日
本
語

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
2
」か
ら
1

科
目
以
上
を
含
む
、他
の
指
定
選
択

必
修
科
目
と
あ
わ
せ
て
7
科
目
以
上

(コ
ー
ス
共
通
)

左
記
１
１
科
目
の
う
ち「
文
学
」・「
心

理
学
」・「
経
済
学
の
基
礎
」・「
倫
理

学
」か
ら
１
科
目
以
上
と
し
、他
の
指

定
選
択
必
修
科
目
と
あ
わ
せ
て
6
科

目
以
上

留
学
生
は
、留
学
生
必
修
科
目（
●
）

お
よ
び「
文
学
」・「
心
理
学
」・「
経
済

学
の
基
礎
」・
｢倫
理
学
」か
ら
1
科
目

以
上
を
含
む
6
科
目
以
上

（
コ
ー
ス
共
通
）

左
記
外
国
語
の
う
ち
英
語
4
科
目
以

上
と
し
、他
の
指
定
選
択
必
修
科
目

（
1
言
語
）と
あ
わ
せ
て
8
科
目
以
上

留
学
生
は
、総
合
総
合
コ
ー
ス
の
み

英
語
4
単
位
以
上

留
学
生
は
左
記
8
科
目
を
全
て
修
得

◎
都
市
創
造
入
門
セ
ミ
ナ
ー
*

学
習
リ
テ
ラ
シ
ー
*

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
*

日
本
語
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン１
*

大
阪
産
業
大
学
と
社
会

文
学

●
日
本
事
情
１

経
済
学
の
基
礎

地
理
学

物
質
科
学

環
境
科
学

●
日
本
の
社
会
と
文
化
１

英
語
L＆
S
1

英
語
R
&
W
1

ド
イ
ツ
語
入
門
１

フ
ラ
ン
ス
語
入
門
１

中
国
語
入
門
１

●
日
本
語
読
解
１

●
日
本
語
作
文
１

ス
ポ
ー
ツ
科
学
実
習
１

○
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
*

日
本
語
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン２
*

心
理
学

●
日
本
事
情
２

日
本
国
憲
法

現
代
の
政
治

科
学
技
術
史

倫
理
学（
工
業
倫
理
含
む
）

外
国
の
社
会
と
文
化

●
日
本
の
社
会
と
文
化
２

英
語
L＆
S２

英
語
R
&
W
２

ド
イ
ツ
語
入
門
２

フ
ラ
ン
ス
語
入
門
２

中
国
語
入
門
２

●
日
本
語
読
解
２

●
日
本
語
作
文
２

ス
ポ
ー
ツ
科
学
実
習
２

（
文
学
）

(経
済
学
の
基
礎
）

(地
理
学
)

（
物
質
科
学
）

（
環
境
科
学
）

英
語
L＆
S３

TO
EI
C
上
級（
L)
１

英
語
R
&
W
３

TO
EI
C
上
級（
R
)１

ド
イ
ツ
語
初
級
１

フ
ラ
ン
ス
語
初
級
１

中
国
語
初
級
１

●
上
級
日
本
語
読
解
１

●
上
級
日
本
語
作
文
１

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１

(心
理
学
）

（
日
本
国
憲
法
）

（
現
代
の
政
治
）

（
科
学
技
術
史
）

（
倫
理
学（
工
業
倫
理
含
む
））

（
外
国
の
社
会
と
文
化
）

英
語
L＆
S４

TO
EI
C
上
級（
L)
２

英
語
R
&
W
４

TO
EI
C
上
級（
R
)２

ド
イ
ツ
語
初
級
２

フ
ラ
ン
ス
語
初
級
２

中
国
語
初
級
２

●
上
級
日
本
語
読
解
２

●
上
級
日
本
語
作
文
２

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
２

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

英
語
総
合（
上
級
）１

◎
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
３

英
語
総
合（
上
級
）２

教 養 教 育 科 目実 践 教 育 科 目 言 語 文 化 科 目

英
語
海
外
研
修

ド
イ
ツ
語・
フ
ラ
ン
ス
語・
中
国
語
海
外
研
修
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（
全
コ
ー
ス
共
通
）　
※
印
は
、１
年
次
全
員
履
修
科
目
　
◎
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
○
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
●
留
学
生
の
必
修
科
目

１
年
次

前
期

後
期

2
年
次

前
期

後
期

3
年
次

前
期

後
期

4
年
次

前
期

後
期

備
考

分
野

身
体
科
学
科
目

（
5
）都
市
創
造
工
学
科
　
1
7
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標
に
基
づ
く
） 

・総
合
教
育
科
目
の
う
ち
、上
記
科
目
の
み
卒
業
要
件
単
位
に
参
入
さ
れ
る（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
を
除
く
）。

・実
践
教
育
科
目
は
、3
年
次
修
了
時
点
に
お
い
て
8
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と（
卒
業
研
究
着
手
の
履
修
制
限
）。
　

・総
合
教
育
科
目
は
、3
年
次
修
了
時
点
に
お
い
て
2
0
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と（
卒
業
研
究
着
手
の
履
修
制
限
）。

・総
合
教
育
科
目
の
卒
業
要
件
単
位
数
は
、言
語
文
化
科
目（
英
語
4
単
位
以
上
を
含
む
）8
単
位
以
上
、か
つ
2
0
単
位
以
上
。

人
文
科
学
 
 

（
留
学
生
科
目
）

社
会
科
学
 
 

  自
然
科
学・

学
際
領
域
  

  （
留
学
生
科
目
）

    英
語
 

 

    初
修
外
国
語
  

      日
本
語
 

 

（
留
学
生
科
目
）

(コ
ー
ス
共
通
)

各
コ
ー
ス
必
修
科
目
と「
日
本
語
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
」・「
日
本
語

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
2
」か
ら
1

科
目
以
上
を
含
む
、他
の
指
定
選
択

必
修
科
目
と
あ
わ
せ
て
7
科
目
以
上

(コ
ー
ス
共
通
)

左
記
１
１
科
目
の
う
ち「
文
学
」・「
心

理
学
」・「
経
済
学
の
基
礎
」・「
倫
理

学
」か
ら
１
科
目
以
上
と
し
、他
の
指

定
選
択
必
修
科
目
と
あ
わ
せ
て
6
科

目
以
上

留
学
生
は
、留
学
生
必
修
科
目（
●
）

お
よ
び「
文
学
」・「
心
理
学
」・「
経
済

学
の
基
礎
」・
｢倫
理
学
」か
ら
1
科
目

以
上
を
含
む
6
科
目
以
上

（
コ
ー
ス
共
通
）

左
記
外
国
語
の
う
ち
英
語
4
科
目
以

上
と
し
、他
の
指
定
選
択
必
修
科
目

（
1
言
語
）と
あ
わ
せ
て
8
科
目
以
上

留
学
生
は
、総
合
総
合
コ
ー
ス
の
み

英
語
4
単
位
以
上

留
学
生
は
左
記
8
科
目
を
全
て
修
得

◎
都
市
創
造
入
門
セ
ミ
ナ
ー
*

学
習
リ
テ
ラ
シ
ー
*

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
*

日
本
語
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン１
*

大
阪
産
業
大
学
と
社
会

文
学

●
日
本
事
情
１

経
済
学
の
基
礎

地
理
学

物
質
科
学

環
境
科
学

●
日
本
の
社
会
と
文
化
１

英
語
L＆
S
1

英
語
R
&
W
1

ド
イ
ツ
語
入
門
１

フ
ラ
ン
ス
語
入
門
１

中
国
語
入
門
１

●
日
本
語
読
解
１

●
日
本
語
作
文
１

ス
ポ
ー
ツ
科
学
実
習
１

○
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
*

日
本
語
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン２
*

心
理
学

●
日
本
事
情
２

日
本
国
憲
法

現
代
の
政
治

科
学
技
術
史

倫
理
学（
工
業
倫
理
含
む
）

外
国
の
社
会
と
文
化

●
日
本
の
社
会
と
文
化
２

英
語
L＆
S２

英
語
R
&
W
２

ド
イ
ツ
語
入
門
２

フ
ラ
ン
ス
語
入
門
２

中
国
語
入
門
２

●
日
本
語
読
解
２

●
日
本
語
作
文
２

ス
ポ
ー
ツ
科
学
実
習
２

（
文
学
）

(経
済
学
の
基
礎
）

(地
理
学
)

（
物
質
科
学
）

（
環
境
科
学
）

英
語
L＆
S３

TO
EI
C
上
級（
L)
１

英
語
R
&
W
３

TO
EI
C
上
級（
R
)１

ド
イ
ツ
語
初
級
１

フ
ラ
ン
ス
語
初
級
１

中
国
語
初
級
１

●
上
級
日
本
語
読
解
１

●
上
級
日
本
語
作
文
１

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１

(心
理
学
）

（
日
本
国
憲
法
）

（
現
代
の
政
治
）

（
科
学
技
術
史
）

（
倫
理
学（
工
業
倫
理
含
む
））

（
外
国
の
社
会
と
文
化
）

英
語
L ＆
S４

TO
EI
C
上
級（
L)
２

英
語
R
&
W
４

TO
EI
C
上
級（
R
)２

ド
イ
ツ
語
初
級
２

フ
ラ
ン
ス
語
初
級
２

中
国
語
初
級
２

●
上
級
日
本
語
読
解
２

●
上
級
日
本
語
作
文
２

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
２

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

英
語
総
合（
上
級
）１

◎
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
３

英
語
総
合（
上
級
）２

教 養 教 育 科 目実 践 教 育 科 目 言 語 文 化 科 目

英
語
海
外
研
修

ド
イ
ツ
語・
フ
ラ
ン
ス
語・
中
国
語
海
外
研
修

（
全
コ
ー
ス
共
通
）　
※
印
は
、１
年
次
全
員
履
修
科
目
　
◎
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
○
コ
ー
ス
必
修
科
目
　

都
市
創
造
工
学
科
　
1
7
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標
に
基
づ
く
） 

・4
年
間
で
卒
業
す
る
た
め
に
は
、数
学
、物
理
、化
学
の
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
で
指
定
さ
れ
た
科
目
*の
単
位
は
１
年
次
で
必
ず
修
得
す
る
こ
と
。

１
年
次

前
期

後
期

2
年
次

前
期

後
期

3
年
次

前
期

後
期

4
年
次

前
期

後
期

備
考

分
野

(総
合
)

必
修
科
目
お
よ
び「
工
学
基
礎
数
学

１
」・「
工
学
基
礎
数
学
2
」の
1
科
目

以
上
、物
理
4
科
目
の
中
か
ら
2
科

目
以
上
を
含
む
9
科
目
以
上

(構
造
)

物
理
4
科
目
の
中
か
ら
2
科
目
以
上

を
含
む
7
科
目
以
上

(自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
)

「
工
学
基
礎
数
学
１
」・「
工
学
基
礎
数

学
2
」か
ら
1
科
目
以
上
、「
物
理
学

実
験
」・「
化
学
実
験
」か
ら
１
科
目
以

上
、物
理・
化
学
8
科
目
の
中
か
ら
2

科
目
以
上
を
含
む
7
科
目
以
上

解
析
学
１

代
数
学
１

数
学
演
習
１

基
礎
数
学
お
よ
び
演
習

物
理
学
１
お
よ
び
演
習

基
礎
物
理
学
お
よ
び
演
習

化
学
１
お
よ
び
演
習

基
礎
化
学
お
よ
び
演
習

（
○
）化
学
実
験

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
*

数
学

自
然
科
学

情
報
処
理

○
解
析
学
２

○
代
数
学
２

○
数
学
演
習
２

（
解
析
学
１
）

（
代
数
学
１
）

（
数
学
演
習
１
）

物
理
学
２

（
物
理
学
１
お
よ
び
演
習
）

○
物
理
学
実
験

化
学
２

（
化
学
１
お
よ
び
演
習
）

解
析
学
３

代
数
学
３

（
○
解
析
学
２
）

（
○
代
数
学
２
）

（
○
数
学
演
習
２
）

（
物
理
学
２
）

（
○
物
理
学
実
験
）

（
化
学
２
）

（
○
）Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
１

（
解
析
学
３
）

（
代
数
学
３
）

（
○
）Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
２

工
学
基
礎
数
学
１

工
学
基
礎
数
学
２

050

17
K

入
学
生





※
印
は
、１
年
次
全
員
履
修
科
目
　
◎
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
○
コ
ー
ス
必
修
科
目

１
年
次

前
期

後
期

2
年
次

前
期

後
期

3
年
次

前
期

後
期

4
年
次

前
期

後
期

備
考

分
野

都
市
創
造
工
学
科
　
1
7
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標
に
基
づ
く
） 

（
コ
ー
ス
共
通
）

（
建
設
材
料
）

（
構
造
力
学
）

（
地
盤
工
学
）

（
水
工
水
理
学
）

（
土
木
計
画
学・

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
）

（
環
境
工
学
）

(総
合
)

必
修
科
目
お
よ
び「
CA
D演
習１
」・「
CA
D演
習

2」
か
ら
1科
目
以
上
、「
地
球
科
学
」・「
環
境
生

態
」か
ら１
科
目
以
上
を
含
む
6科
目
以
上

(構
造
)（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

必
修
科
目
お
よ
び
指
定
選
択
必
修
科
目
から
修
得

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
2
科
目
以
上

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
1
科
目
以
上

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
2
科
目
以
上

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
2
科
目
以
上

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
2
科
目
以
上

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
2
科
目
以
上

◎
測
量
学
１
*

地
球
科
学
*

　

測
量
学
２
*

（
○
）環
境
生
態
*

◎
測
量
学
実
習

○
建
設
材
料

（
○
）構
造
力
学
１

（
○
）土
質
力
学
１

（
○
）水
理
学
１

○
交
通
シ
ス
テ
ム
工
学

○
環
境
工
学
１

　
　
　

○
構
造
力
学
２

構
造
力
学
演
習

○
土
質
力
学
２

土
質
力
学
演
習

○
水
理
学
２

（
○
）水
理
学
演
習

（
○
）都
市
計
画

（
○
）環
境
工
学
２

◎
工
学
英
語

◎
工
学
倫
理

（
○
）鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
演
習

道
路
工
学

○
建
設
材
料
実
験

○
土
質
実
験

河
海
工
学

○
土
木
計
画
学

（
○
）環
境
シ
ス
テ
ム

（
◎
工
学
英
語
）

◎
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

（
○
）構
造
工
学

橋
梁
工
学

地
盤
工
学

○
水
理
実
験

地
域・
計
画
学
演
習

○
衛
生
実
験

卒
業
演
習

特
別
演
習

卒
業
演
習

卒
業
演
習

特
別
演
習

卒
業
演
習

特
別
演
習

卒
業
演
習

卒
業
演
習

特
別
演
習

※
印
は
、１
年
次
全
員
履
修
科
目
　
◎
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
○
コ
ー
ス
必
修
科
目

１
年
次

前
期

後
期

2
年
次

前
期

後
期

3
年
次

前
期

後
期

4
年
次

前
期

後
期

備
考

分
野

都
市
創
造
工
学
科
　
1
7
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標
に
基
づ
く
） 

・専
門
教
育
科
目
は
、３
年
次
修
了
時
点
に
お
い
て
７
４
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と（
卒
業
研
究
着
手
の
履
修
制
限
は
卒
業
要
件
単
位
９
４
単
位
以
上
）。

 (総
合
コ
ー
ス
)  
 

 (構
造
コ
ー
ス
)  
 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
 

                          （
ス
キ
ル
支
援
） 

  

（
総
合
）

「
都
市
創
造
最
前
線
」・「
建
設
施
工

学
」か
ら
1
科
目
以
上

「
地
震
工
学
」・「
建
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
」・「
維
持
管
理
工
学
」か
ら
1
科
目

以
上

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
の
み
履
修

（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

必
修
科
目
を
含
む
7
科
目
以
上

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
の
み
履
修

（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

左
記
科
目
か
ら
7
科
目
以
上

左
記
科
目
を
全
て
修
得

（
総
合
）

卒
業
要
件
に
算
入
さ
れ
な
い

（
構
造
）（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

指
定
選
択
科
目
か
ら
修
得

(都
市
創
造
科
目
)

(電
子
情
報
通
信
科
目
)

（
○
）自
然
環
境
学
概
論

電
磁
気
学
１

電
気
回
路
１

電
磁
気・
回
路
演
習
１

（○
）自
然エ
ネル
ギー
デザ
イン
1

（
○
）自
然エ
ネル
ギ
ー
工
学
概
論

電
磁
気
学
２

電
気
回
路
２

電
磁
気・
回
路
演
習
２

ア
ナ
ロ
グ
電
子
回
路

論
理
回
路

電
子
デ
バ
イ
ス
概
論

電
子
計
測

（○
）自
然エ
ネル
ギー
デザ
イン
2

（
○
）建
設
施
工
学

発
変
電
工
学

自
然
環
境
計
測
法

風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

制
御
工
学
1

ま
ち
づ
く
り
論
１

ま
ち
づ
く
り
論
２

特
別
講
義
１

特
別
講
義
２

建
設
法
規
１

特
別
講
義
Ａ

防
災
工
学

（
○
）コ
ン
ピュ
ー
タ
設
計
演
習

（
○
）都
市
創
造
最
前
線

○
都
市
創
造
デ
ザ
イ
ン

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

熱
利
用
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
伝
送
工
学

制
御
工
学
2

○
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
ザ
イン
3

ま
ち
づ
く
り
論
３

特
別
講
義
３

建
設
法
規
２

特
別
講
義
Ｂ

電
気
設
備
概
論

地
震
工
学

都
市
景
観

建
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

維
持
管
理
工
学

○
卒
業
研
究
論
文

○
卒
業
研
究

建
築
学
概
論
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資格取得

　学科によって、卒業または特定の科目を修得することを条件に資格や免許の取得で優遇されるものがあ

ります。以下の一覧表を参考に履修コースや履修科目を選択してください。

　（1）教員免許状

　（2）学科あるいは特定科目の修得によって認定される資格

免許（資格）の種類

高等学校教諭一種免許状（数学）

対象学科 取得の要件

工学部全学科

電子情報通信工学科

それぞれの免許に定められた教職教科専
門科目と教職専門科目の修得（詳細は教
職ガイダンスで説明します。）

高等学校教諭一種免許状（工業）

高等学校教諭一種免許状（情報）

中学校教諭一種免許状（数学）

資格の種類 認定の内容 対象学科・コース 取得の要件

交通機械工学科の
自動車工学コース

特定科目の修得および卒業
※卒業年次10～3月実施の
  「整備技術講習」修了で実技試験免除

特定科目の修得

特定科目の修得および卒業

二級ガソリン自動車整備士
二級ジーゼル自動車整備士

受験資格
※実技試験免除

受験科目
一部免除

受験科目
一部免除

電気通信主任技術者

電子情報通信工学科

電子情報通信工学科

電気通信の工事担任者

第一級陸上特殊無線技士

第二級海上特殊無線技士
申請による
資格取得

伝送交換主任
線路主任

１級建築士 受験資格 特定科目の修得および
卒業後の実務経験（2～4年）

都市創造工学科の
総合コース、構造コース、

（3）本学で実施する資格試験

資格の種類 認定の内容 対象学科・コース 取得の要件

受験資格2級建築士
木造建築士

総合コース、構造コース、
自然エネルギーコース

特定科目の修得および
卒業後の実務経験（0～2年）

資格の種類

日本商工会議所認定
簿記検定試験2・3・4級

試験合格（年3回実施されますが、
本学では6月と11月の年2回を学内で実施します。
申込方法は、掲示板でお知らせします。）

ガス溶接技能講習修了

対象学科

全学科

全学科

取得の要件・その他

測量士補 申請による
資格取得 都市創造工学科

測量学1、測量学実習を含む。
測量士補に関する科目を修得および卒業
※実務経験により測量士の資格取得可

ガス溶接技能者
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飛び級制度

　飛び級制度とは、「学校教育法施行規則第70条第1項第4号」により導入された制度です。

　大学院へ進む場合、大学を卒業してから大学院へ入学するのが一般的ですが、特に優秀な学生で、大学

に3年以上在学し、かつ研究者として優れた資質を有する者に早期から大学院教育を実施する道をひらく

のが飛び級制度です。

　この制度を適用する場合、以下の「大学院学則」および「大学院学則の適用基準に関する工学研究科内

規」に基づき実施されます。

　この規程により大学院への入学資格を認められると、大学と大学院の両方に在籍することはできません

ので、合格者はすみやかに在籍する大学の退学手続きをとり、大学院入学手続きをしてください。詳細に

ついての問い合わせは、教務課に相談してください。

　なお、種々の国家試験等の受験資格では、大学の学部卒業を要件としているものがあります。その場合

は、不利となることを承知しておく必要があります。

̶飛び級入学資格̶

　平成18年4月以降に工学部に入学した学生が飛び級での大学院入学資格を得るためには、以下

の条件を全て満たしてください。

①本学工学部に1年次より在学

②4年次配当の必修科目を除く卒業要件単位を全て修得、かつ124単位以上修得

③全修得科目の平均点が88点以上

④当該学科で推薦

編入生

01. 履修制限… ……………………………………… 060

�02.「卒業研究」について �… ……………………… 061

03. 卒業要件単位数（外国人留学生も共通）……… 062

�04. 卒業見込証明書と卒業／履修要件… ………… 063

編
入
生

15
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履修制限

　都市創造工学科の履修には次のような制限がありますので、注意してください。

　プレイスメントテストの点数が基準に満たない学生には、「基礎数学および演習」・「基礎物理学および

演習」・「基礎化学および演習」を1年次前期に履修することを義務づけています（編入生除く）。いずれも

都市創造工学科の科目を学ぶにあたって基礎となる重要な科目です。なお、単位未修得の場合には1年

次後期開講の再履修クラスで受講し単位修得すること。単位修得ができない場合には4年間での卒業が

困難となることがありますので留意してください。また、基礎科目（数学、物理学、化学）の修得には、「学

習支援センター」を大いに利用し基礎学力のアップに努めてください。

１年間に履修
できる単位数

専
門
教
育
科
目

工学基礎・
情報処理科目

最大50単位（教職に関する専門教育科目を除く）

15K編入生に適用

（1）「基礎数学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎数学および演習」を履修し、
単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

（2）「基礎物理学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎物理学および演習」を履修
し、単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

（3）「基礎化学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎化学および演習」を履修し、
単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

そ　の　他

総
合
教
育
科
目

言語文化科目

学年による
科目の制限

1年次：1年次配当科目から選択できます。
2年次：1、2年次の配当科目から選択できます。
3年次：1、2、3年次の配当科目から選択できます。
4年次：すべての開講科目から選択できます。

既に単位認定を受けている科目は、再度履修することはできません。

（1）卒業要件単位は8単位以上（うち英語の卒業要件単位を4単位以上）とし
ます。（留学生を除く）

（2）ドイツ語、フランス語、中国語を選択する学生は、それぞれ「ドイツ語入門
1」、「フランス語入門1」、「中国語入門1」を最初に履修してください。

（3）留学生は
①母国語を履修することができません。
②日本語8単位を必修とします。

15
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履修制限

　都市創造工学科の履修には次のような制限がありますので、注意してください。

　プレイスメントテストの点数が基準に満たない学生には、「基礎数学および演習」・「基礎物理学および

演習」・「基礎化学および演習」を1年次前期に履修することを義務づけています（編入生除く）。いずれも

都市創造工学科の科目を学ぶにあたって基礎となる重要な科目です。なお、単位未修得の場合には1年

次後期開講の再履修クラスで受講し単位修得すること。単位修得ができない場合には4年間での卒業が

困難となることがありますので留意してください。また、基礎科目（数学、物理学、化学）の修得には、「学

習支援センター」を大いに利用し基礎学力のアップに努めてください。

１年間に履修
できる単位数

専
門
教
育
科
目

工学基礎・
情報処理科目

最大50単位（教職に関する専門教育科目を除く）

15K編入生に適用

（1）「基礎数学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎数学および演習」を履修し、
単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

（2）「基礎物理学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎物理学および演習」を履修
し、単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

（3）「基礎化学および演習」
入学時のプレイスメントテストの結果、「基礎化学および演習」を履修し、
単位未修得の学生は後期再クラスを受講できます。

そ　の　他

総
合
教
育
科
目

言語文化科目

学年による
科目の制限

1年次：1年次配当科目から選択できます。
2年次：1、2年次の配当科目から選択できます。
3年次：1、2、3年次の配当科目から選択できます。
4年次：すべての開講科目から選択できます。

既に単位認定を受けている科目は、再度履修することはできません。

（1）卒業要件単位は8単位以上（うち英語の卒業要件単位を4単位以上）とし
ます。（留学生を除く）

（2）ドイツ語、フランス語、中国語を選択する学生は、それぞれ「ドイツ語入門
1」、「フランス語入門1」、「中国語入門1」を最初に履修してください。

（3）留学生は
①母国語を履修することができません。
②日本語8単位を必修とします。
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「卒業研究」について

　（1）「卒業研究」を履修するには？

・卒業するためには、「卒業研究」（4年次配当科目）を修得しなければなりません。

・「卒業研究」を履修するためには、3年次修了までに履修資格を得ることが必要です。

・「卒業研究」の履修について質問や相談がある場合は、Web履修申請する前に教務課で相談してください。

・卒業予定者で、時間割上修了要件単位数を満たす履修申請ができない場合も、教務課で相談してください。

　
　（2）履修資格

「卒業研究」を履修するためには、3年次修了時において次の3つの条件を満たさなければなりません。

①卒業要件単位数（124単位）のうち、94単位以上修得している。

②総合教育科目の卒業要件20単位上修得している。

③専門必修科目の実験、実習および演習の未修得単位が2単位以内である。

　̶参考 （̶「卒業研究」履修資格を得るために必要な科目）
総合コース 構造コース

科　目　名 単位

2
2
2
1
1
1
1
1
1

2
2
1
1
1
1

フィールドワーク
物理学実験
測量学実習
建設材料実験
土質実験
水理実験
衛生実験
都市創造デザイン1
都市創造デザイン2

科　目　名 単位

フィールドワーク
測量学実習
建設材料実験
土質実験
都市創造デザイン1
都市創造デザイン2

自然エネルギーコース

2
1
1
1

2

科　目　名 単位

測量学実習
自然エネルギーデザイン1
自然エネルギーデザイン2
自然エネルギーデザイン3
物理学実験
化学実験

環境コース

科　目　名 単位

2
2
2
1
1
1

フィールドワーク
化学実験
測量学実習
水理実験
衛生実験
都市創造デザイン2

「卒業研究」について

　（1）「卒業研究」を履修するには？

・卒業するためには、「卒業研究」（4年次配当科目）を修得しなければなりません。

・「卒業研究」を履修するためには、3年次修了までに履修資格を得ることが必要です。

・「卒業研究」の履修について質問や相談がある場合は、Web履修申請する前に教務課で相談してください。

・卒業予定者で、時間割上修了要件単位数を満たす履修申請ができない場合も、教務課で相談してください。

　
　（2）履修資格

「卒業研究」を履修するためには、3年次修了時において次の3つの条件を満たさなければなりません。

①卒業要件単位数（124単位）のうち、94単位以上修得している。

②総合教育科目の卒業要件20単位上修得している。

③専門必修科目の実験、実習および演習の未修得単位が2単位以内である。

　̶参考 （̶「卒業研究」履修資格を得るために必要な科目）
総合コース 構造コース

科　目　名 単位

2
2
2
1
1
1
1
1
1

2
2
1
1
1
1

フィールドワーク
物理学実験
測量学実習
建設材料実験
土質実験
水理実験
衛生実験
都市創造デザイン1
都市創造デザイン2

科　目　名 単位

フィールドワーク
測量学実習
建設材料実験
土質実験
都市創造デザイン1
都市創造デザイン2

自然エネルギーコース

2
1
1
1

2

科　目　名 単位

測量学実習
自然エネルギーデザイン1
自然エネルギーデザイン2
自然エネルギーデザイン3
物理学実験
化学実験

環境コース

科　目　名 単位

2
2
2
1
1
1

フィールドワーク
化学実験
測量学実習
水理実験
衛生実験
都市創造デザイン2

・卒業するためには、「卒業研究」（4年次配当科目）を修得しなければなりません。

・「卒業研究」を履修するためには、3年次修了までに履修資格を得ることが必要です。

・「卒業研究」の履修について質問や相談がある場合は、Web 履修申請する前に教務課で相談してください。

・卒業予定者で、時間割上卒業要件単位数を満たす履修申請ができない場合も、教務課で相談してください。
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「卒業研究」について

　（1）「卒業研究」を履修するには？

・卒業するためには、「卒業研究」（4年次配当科目）を修得しなければなりません。

・「卒業研究」を履修するためには、3年次修了までに履修資格を得ることが必要です。

・「卒業研究」の履修について質問や相談がある場合は、Web履修申請する前に教務課で相談してください。

・卒業予定者で、時間割上修了要件単位数を満たす履修申請ができない場合も、教務課で相談してください。

　
　（2）履修資格

「卒業研究」を履修するためには、3年次修了時において次の3つの条件を満たさなければなりません。

①卒業要件単位数（124単位）のうち、94単位以上修得している。

②総合教育科目の卒業要件20単位上修得している。

③専門必修科目の実験、実習および演習の未修得単位が2単位以内である。

　̶参考 （̶「卒業研究」履修資格を得るために必要な科目）
総合コース 構造コース

科　目　名 単位

2
2
2
1
1
1
1
1
1

2
2
1
1
1
1

フィールドワーク
物理学実験
測量学実習
建設材料実験
土質実験
水理実験
衛生実験
都市創造デザイン1
都市創造デザイン2

科　目　名 単位

フィールドワーク
測量学実習
建設材料実験
土質実験
都市創造デザイン1
都市創造デザイン2

自然エネルギーコース

2
1
1
1

2

科　目　名 単位

測量学実習
自然エネルギーデザイン1
自然エネルギーデザイン2
自然エネルギーデザイン3
物理学実験
化学実験

環境コース

科　目　名 単位

2
2
2
1
1
1

フィールドワーク
化学実験
測量学実習
水理実験
衛生実験
都市創造デザイン2

「卒業研究」について

　（1）「卒業研究」を履修するには？

・卒業するためには、「卒業研究」（4年次配当科目）を修得しなければなりません。

・「卒業研究」を履修するためには、3年次修了までに履修資格を得ることが必要です。

・「卒業研究」の履修について質問や相談がある場合は、Web履修申請する前に教務課で相談してください。

・卒業予定者で、時間割上修了要件単位数を満たす履修申請ができない場合も、教務課で相談してください。

　
　（2）履修資格

「卒業研究」を履修するためには、3年次修了時において次の3つの条件を満たさなければなりません。

①卒業要件単位数（124単位）のうち、94単位以上修得している。

②総合教育科目の卒業要件20単位上修得している。

③専門必修科目の実験、実習および演習の未修得単位が2単位以内である。

　̶参考 （̶「卒業研究」履修資格を得るために必要な科目）
総合コース 構造コース

科　目　名 単位

2
2
2
1
1
1
1
1
1

2
2
1
1
1
1

フィールドワーク
物理学実験
測量学実習
建設材料実験
土質実験
水理実験
衛生実験
都市創造デザイン1
都市創造デザイン2

科　目　名 単位

フィールドワーク
測量学実習
建設材料実験
土質実験
都市創造デザイン1
都市創造デザイン2

自然エネルギーコース

2
1
1
1

2

科　目　名 単位

測量学実習
自然エネルギーデザイン1
自然エネルギーデザイン2
自然エネルギーデザイン3
物理学実験
化学実験

環境コース

科　目　名 単位

2
2
2
1
1
1

フィールドワーク
化学実験
測量学実習
水理実験
衛生実験
都市創造デザイン2

卒業要件単位数（外国人留学生も共通）

卒業するためには、以下の2つの条件を満たさなければなりません。

①4年間（編入生は2年間）以上在学

休学期間は在学年数に含まれません。したがって、半期でも休学すると4年（編入生は2年）で卒業するこ

とができません。

②学科で定められた卒業要件単位124単位以上（編入生は別途定める）を修得

カリキュラム上、区分ごとに卒業要件に必要な単位数が異なります。履修の仕方によっては単位を修得し

ても卒業要件単位に入らない場合がありますので、注意してください。

卒業要件単位　　　124単位以上

単位修得にあたっての留意事項
①単位の修得にあたっては、講義科目は2／3以上、実験・実習・演習科目は3／4以上の出席を最低条件

としています。

②都市創造工学科では、学科の学習・教育到達目標に基づき修了要件の科目を指定し、学習保証時間を

定めております。

③科目履修は学科教員の指導のもとに履修申請をすること。

④学習保証時間の確保のために、前期・後期ともに最低15回の授業を行います。

⑤15回を確保するため、学年暦にかかわらず補講を行います。

⑥留学生は、教養教育科目分野の日本文化および言語文化科目分野の日本語を必修とする。ただし、「日

本語とコミュニケーション1・2」については、随意選択科目とする。

⑦基礎科目を履修する学生は1年次前期に単位を修得すること。未修得の場合4年間で卒業できないこ

ともあります。

総

合

教

育

科

目

専門教育科目

教
養
教
育
科
目

言
語
文
化

科
目

学
士（
工
学
）

20
単
位
以
上

124
単位
以上

4 年 以 上 在 学

（日本事情1・日本事情2）
（日本の社会と文化1・日本の社会と文化2）

各コースで指定する必修科目、指定選択必修科目の
単位を合わせて修得

（留学生4科目）

8単位以上

88単位以上

12単位
以上

8単位
以上

身 体 科 学 科 目

教養入門ゼミ
人文科学
社会科学
自然科学
学際領域

英　　　語（４単位以上）
初修外国語
日　本　語（留学生科目）

指定選択必修科目
の中から8科目以
上

指定選択必修科目
の中から6科目以
上

実 践 教 育 科 目

注）初修外国語は、ドイツ語・フランス語・中語語のうち１言語のみとする。
注）留学生は、総合コースのみ英語4単位以上。

卒業要件単位数（外国人留学生も共通）

卒業するためには、以下の2つの条件を満たさなければなりません。

①4年間（編入生は2年間）以上在学

休学期間は在学年数に含まれません。したがって、半期でも休学すると4年（編入生は2年）で卒業するこ

とができません。

②学科で定められた卒業要件単位124単位以上（編入生は別途定める）を修得

カリキュラム上、区分ごとに卒業要件に必要な単位数が異なります。履修の仕方によっては単位を修得し

ても卒業要件単位に入らない場合がありますので、注意してください。

卒業要件単位　　　124単位以上

単位修得にあたっての留意事項
①単位の修得にあたっては、講義科目は2／3以上、実験・実習・演習科目は3／4以上の出席を最低条件

としています。

②都市創造工学科では、学科の学習・教育到達目標に基づき修了要件の科目を指定し、学習保証時間を

定めております。

③科目履修は学科教員の指導のもとに履修申請をすること。

④学習保証時間の確保のために、前期・後期ともに最低15回の授業を行います。

⑤15回を確保するため、学年暦にかかわらず補講を行います。

⑥留学生は、教養教育科目分野の日本文化および言語文化科目分野の日本語を必修とする。ただし、「日

本語とコミュニケーション1・2」については、随意選択科目とする。

⑦基礎科目を履修する学生は1年次前期に単位を修得すること。未修得の場合4年間で卒業できないこ

ともあります。

総

合

教

育

科

目

専門教育科目

教
養
教
育
科
目

言
語
文
化

科
目

学
士（
工
学
）

20
単
位
以
上

124
単位
以上

4 年 以 上 在 学

（日本事情1・日本事情2）
（日本の社会と文化1・日本の社会と文化2）

各コースで指定する必修科目、指定選択必修科目の
単位を合わせて修得

（留学生4科目）

8単位以上

88単位以上

12単位
以上

8単位
以上

身 体 科 学 科 目

教養入門ゼミ
人文科学
社会科学
自然科学
学際領域

英　　　語（４単位以上）
初修外国語
日　本　語（留学生科目）

指定選択必修科目
の中から8科目以
上

指定選択必修科目
の中から6科目以
上

実 践 教 育 科 目

注）初修外国語は、ドイツ語・フランス語・中語語のうち１言語のみとする。
注）留学生は、総合コースのみ英語4単位以上。

【本学に入学する前に修得した単位のうち、当該学科が定める基準を満たした単位を、卒業要件単位に
充当することができます。】
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卒業見込証明書と卒業／履修要件

（1）「卒業研究」と「卒業見込証明書」

「卒業研究」の履修資格を得た学生を、卒業予定者と呼び、4年次になった4月から卒業見込証明書の交
付を受けることができます。
卒業見込証明書は、就職活動のために訪れる企業などに提出するものです。必要な人は、証明書自動発
行機（本館1階、クリスタルテラス、梅田サテライト）を利用してください。

（2）進級の条件

修得単位数に関する履修制限はありませんので、4年次まで進級は可能です。しかし、3年次修了時点で
卒業研究履修資格の条件を満たしていなければ、4年間では卒業できなくなります。また、進級するために
は、1年を通じて在学していなければなりません。
なお、1年間で最大50単位の履修制限がありますので、計画的に修学してください。

1年次

◆45単位以下
（編入生39単位以下）修得

40単位以上の修得が標準

80単位以上の修得が標準

118単位以上の修得が標準

◆46単位以上（編入生40単位以上）修得

◆「卒業研究」履修資格
取得まで継続

◆「卒業研究」合格まで継続 ◆卒業要件単位修得123単位以下

◆卒業要件単位修得124単位以上

124単位以上

2年次

3年次 3年次

4年次卒業予定者

卒業研究合格

卒業

卒業研究不合格

4留

4年次卒業延期者
4留

4留

卒業研究
履修資格あり

◆
編
入
生
は
最
大
50
単
位
ま
で
履
修
申
請
可
能

卒業研究
履修資格なし

◆卒業要件単位の修得が総合教育科
目20単位を含む94単位以上かつ、
実験、実習、演習の未修得単位が2単
位以内

◆卒業要件単位の修得が
総合教育科目19単位以下、
あるいは、93単位以下、あ
るいは、実験、実習の未修
得単位が3単位以上

※卒業延期者においては、前期（半期）科目で卒業要件単位を修得した場合に限り、9月期卒業が可能となります。
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（3）都市創造工学科の学習・教育到達目標のための卒業までの修了要件
　 （実践教育科目）

(1)1年間の履修制限　54単位 

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。 

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。 

(4)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。 

○必修科目　□指定選択必修科目

都 市 創 造 入 門セミナ ー

学 習 リ テ ラ シ ー

コンピュータリテラシー

フ ィ ー ル ド ワ ー ク

日本語とコミュニュケーション1

日本語とコミュニュケーション2

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 1

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 3

イ ン タ ー ン シ ッ プ

実 践 特 別 科 目

大 阪 産 業 大 学 と 社 会

(コース共通)
各コース必修科目と
「日本語とコミュニケーション1」・
「日本語とコミュニケーション2」
から1科目以上を含む7科目以上
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

１前

１前

１前

1後

１前

１後

２後

３前

３後

３集

３後

１前

区分 開講
年期

1

1

1

2

1

1

1

1

1

2

2

1

○

□

○

○

□

□

□

□

○

□

□

○

□

○

□

□

□

□

□

○

□

□

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

(集中）

科目名称 備考学習・教育到達目標の
修了要件科目数

実　
　

践　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

単
位

総
合・構

造・環
境

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

(1)1年間の履修制限　50単位	

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。	

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。	

(4)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。	

編
入
生
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　 （総合教育科目：教養教育科目／身体科学科目）

(1)1年間の履修制限　54単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。

(4)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

□指定選択必修科目　●留学生のみ必修科目

文 学

哲 学

論 理 学

心 理 学

社 会 思 想 史

日 本 事 情 1

日 本 事 情 2

日 本 国 憲 法

現 代 の 政 治

経 済 学 の 基 礎

近 代 史

地 理 学

日本 の 社 会と文 化 1

日 本 の 社 会と文 化 2

物 質 科 学

宇 宙 科 学

環 境 科 学

生 命 科 学

現 代 数 学 入 門

平 和 学

時 事 問 題

外 国 の 社 会 と 文 化

倫理学（工業倫理含む）

科 学 技 術 史

スポーツ科 学 実 習 1

スポーツ科 学 実 習 2

ス ポ ー ツ 科 学

生 涯 ス ポ ー ツ

(コース共通)
「文学」・「心理学」・「経済学の基
礎」・「倫理学」の中から1科目以
上とし、他の指定選択必修科目
(□)と合わせて6科目以上

１前

１後

１後

１後

１前

１後

１前

１後

１前

１後

１後

１後

１前

１前

１後

１後

１前

１後

１前

１後

１前

１後

１前

１前

１後

１前

１後

２前

２後

区分 開講
年期

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

□

□

●

●

□

□

□

□

●

●

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

●

●

□

□

□

□

□

●

●

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

留学生対象

科目（必修）

科目名称 備考学習・教育到達目標の
修了要件科目数

総　
　

合　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

教　
　

養　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

学
際
領
域

身
体
化
学
科
目

単
位

総
合・構

造・環
境

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

教 養 入 門 ゼ ミ

留学生対象

科目（必修）

(1)1年間の履修制限　50単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。

(4)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。
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　(総合教育科目：言語文化育科目)

(1)1年間の履修制限　54単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。

(4)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

○必修科目　□指定選択必修科目　●留学生のみ必修科目

英語(Listening&Speaking)1
英語(Listening&Speaking)2
英語(Listening&Speaking)3
英語(Listening&Speaking)4
TOEIC上級(Listening)1
TOEIC上級(Listening)2
英語(Reading&Writing) 1
英語(Reading&Writing) 2
英語(Reading&Writing) 3
英語(Reading&Writing) 4
TOEIC上級(Reading)1
TOEIC上級(Reading)2
英 語 総 合 ( 上 級 ）1
英 語 総 合 ( 上 級 ）2
英 語 海 外 研 修
ド イ ツ 語 入 門 1
ド イ ツ 語 入 門 2
ド イ ツ 語 初 級 1
ド イ ツ 語 初 級 2
ド イ ツ 語 総 合 1
ド イ ツ 語 総 合 2
ド イ ツ 語 海 外 研 修
フ ラ ン ス 語 入 門 1
フ ラ ン ス 語 入 門 2
フ ラ ン ス 語 初 級 1
フ ラ ン ス 語 初 級 2
フ ラ ン ス 語 総 合 1
フ ラ ン ス 語 総 合 2
フ ラ ン ス 語 海 外 研 修
中 国 語 入 門 1
中 国 語 入 門 2
中 国 語 初 級 1
中 国 語 初 級 2
中 国 語 総 合 1
中 国 語 総 合 2
中 国 語 海 外 研 修
日 本 語 読 解 １
日 本 語 読 解 2
日 本 語 作 文 １
日 本 語 作 文 2
上 級 日 本 語 読 解 １
上 級 日 本 語 読 解 2
上 級 日 本 語 作 文 １
上 級 日 本 語 作 文 2

(コース共通)
指定選択必修科目(□)の中から英
語を4科目以上を含む8科目以上

留学生は、総合コースのみ英語4
科目以上

１前
１後
２前
２後
２前
２後
１前
１後
２前
２後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
２前
２後
３前
３後
２通
１前
１後
１前
１後
２前
２後
２前
２後

区分 開講
年期

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
●
●
●
●
●
●
●
●

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
●
●
●
●
●
●
●
●

科目名称 備考学習・教育到達目標の
修了要件科目数

総　
　

合　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

言　
　

語　
　

文　
　

化　
　

科　
　

目

英　

語

初

修

外

国

語

日
本
語

単
位

総
合・構

造・環
境

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

留学生対象

科目（必修）

4
科
目
以
上

(1)1年間の履修制限　50単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で総合教育科目20単位を修得していない場合は卒業研究に着手できない。

(4)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。
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（4）都市創造工学科の学習・教育到達目標のための卒業までの修了要件
　 (専門教育科目：工学基礎科目／コース共通科目）

(1)1年間の履修制限　54単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

(4)構造・環境コースは「無印」科目も卒業要件単位（8単位）に算入される。

○必修科目　□指定選択必修科目

※4年間で卒業するためには、プレイスメントテストの結果、指定された科目の単位は1年次で必ず修得のこと。

基 礎 数 学 お よ び 演 習

解 析 学 1

代 数 学 １

数 学 演 習 １

解 析 学 2

代 数 学 2

数 学 演 習 2

代 数 学 3

解 析 学 3

工 学 基 礎 数 学 1

工 学 基 礎 数 学 2

基礎物理学および演習

物 理 学１お よ び 演 習

物 理 学 2

物 理 学 実 験

基 礎 化 学 お よ び 演 習

化 学 1 お よ び 演 習

化 学 2

化 学 実 験

C A D 演 習 1

C A D 演 習 2

測 量 学 1

測 量 学 2

測 量 学 実 習

地 球 科 学

環 境 生 態

工 学 英 語

工 学 倫 理

１前

１前

１前

１前

１後

１後

１後

２前

２前

３前

３後

１前

１前

１後

１後

１前

１前

１後

１前

２前

２後

１前

１後

２前

１後

１前

３前

３前

3 

2 

2 

1 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

□

○

○

○

□

□

□

□

□

□

□

○

□

□

□

□

□

□

○

□

○

□

□

○

○

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

○

○

□

○

□

□

○

○

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

○

□

○

□

○

□

○

○

○

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

□

○

□

○

□

□

○

○

区分 単
位

総
合

構
造

環
境

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

開講
年期

学習・教育到達目標の
修了要件科目数科目名称

工
学
基
礎
科
目

数　

学

物　

理

化　

学

コ
ー
ス
共
通

専　
　

門　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

(総合)
必修科目（○）および「工
学基礎数学１」・「工学基
礎数学2」の1科目以上、
物理4科目の中から2科
目以上を含む9科目以
上

(構造)
物理4科目の中から2科
目以上を含む７科目以上

(環境)
必修科目（○）および化
学4科目の中から2科目
以上を含む7科目以上

(自然エネルギー)
「工学基礎数学１」・「工
学基礎数学2」から1科
目以上、「物理学実験」・
「化学実験」から１科目
以上、物理・化学8科目
の中から2科目以上を
含む7科目以上

(総合)
必修科目（○）および
「CAD演習１」・「CAD
演習2」から1科目以上、
「地球科学」・「環境生態」
から１科目以上を含む6
科目以上

(構造)（環境）（自然エネ
ルギー）
必修科目（○）および指
定選択必修科目（□）か
ら修得

※

※

※

※

※

※

全員履修

※

※

全員履修

全員履修

全員履修

全員履修

備考

(1)1年間の履修制限　50単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

(4)構造・環境コースは「無印」科目も卒業要件単位（8単位）に算入される。
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　(専門教育科目：都市創造コース科目／総合・構造・環境コース科目）

(1)1年間の履修制限　54単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

○必修科目　□指定選択必修科目　－コースで履修できない科目

建 設 材 料

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

道 路 工 学

構 造 力 学 1

構 造 力 学 2

構 造 工 学

土 質 力 学 1

土 質 力 学 2

地 盤 工 学

水 理 学 1

水 理 学 2

河 海 工 学

土 木 計 画 学

交 通 シ ス テ ム 工 学

都 市 計 画

環 境 工 学 1

環 境 工 学 2

環 境 シ ス テ ム

資 源 リ サ イ ク ル

都 市 創 造 最 前 線

建 設 施 工 学

地 震 工 学

建 設 マ ネ ー ジ メ ント

橋 梁 工 学

防 災 工 学

構 造 力 学 演 習

土 質 力 学 演 習

水 理 学 演 習

地 域 ・ 計 画 学 演 習

鉄 筋コンクリート演 習

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ設計演習（設計製図含む）

建 設 材 料 実 験

土 質 実 験

水 理 実 験

衛 生 実 験

都 市 創 造 デ ザ イ ン 1

都 市 創 造 デ ザ イ ン 2

２後

３前

３前

２前

２後

３後

２前

２後

３後

２前

２後

３前

３前

２前

２後

２前

２後

３前

３後

３後

３前

４前

４前

３後

３後

２後

２後

２後

３後

３前

３後

３前

３前

３後

３後

２後

３後

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

○

□

□

□

○

□

□

○

□

□

○

□

○

○

□

○

□

□

○

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

□

○

○

□

□

□

□

□

□

□

○

○

○

○

○

□

□

□

□

□

□

○

○

□

○

○

□

○

○

○

○

○

□

□

□

□

□

○

□

○

○

□

○

□

□

□

○

□

○

□

□

○

□

□

□

□

□

□

□

□

○

□

□

□

　

　

□

□

□

□

□

□

□

□

□

－

－

区分 単
位

総
合

構
造

環
境

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

開講
年期

学習・教育到達目標の
修了要件科目数科目名称

総
合
・
構
造
・
環
境
コ
ー
ス

材
料

総
合

演
習

実
験

専　
　

門　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

(総合)
必修科目（○）を含む指
定選択必修13科目以上

(構造)（環境）（自然エネ
ルギー）
必修科目（○）および指
定選択必修科目（□）か
ら修得

(総合)
必修科目（○）および
「都市創造最前線」・「建設
施工学」から1科目以上、
「地震工学」・建設マネージ
メント」から１科目以上
総合7科目の中から5科目
以上
演習6科目の中から2科目
以上

（構造）
必修科目（○）および
総合の指定選択必修科目
（□）から2科目以上
演習の指定選択必修科目
（□）から2科目以上

（環境）
必修科目（○）および指定
選択必修科目（□）から修
得

（自然エネルギー）
必修科目（○）および
演習の指定選択必修科目
（□）から2科目以上

備考

構
造

地
盤

水
理

計
画

環
境

デ
ザ
イ
ン

(1)1年間の履修制限　50単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。
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(専門教育科目：総合・構造・環境コース科目／自然エネルギーコース科目）

(1)1年間の履修制限　54単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

○必修科目　□指定選択必修科目　－コースで履修できない科目

ま ち づ く り 論 1
ま ち づ く り 論 2
ま ち づ く り 論 3
特 別 講 義 1
特 別 講 義 2
特 別 講 義 3
建 築 学 概 論
都 市 景 観
建 設 法 規 1
建 設 法 規 2
特 別 講 義 A
特 別 講 義 B
自 然 環 境 学 概 論
自然エネルギー工学概論
発 変 電 工 学
自 然 環 境 計 測 法
風 力 エ ネ ル ギ ー 工 学
太 陽 エ ネ ル ギ ー 工 学
海 洋 エ ネ ル ギ ー 工 学
熱 利 用 工 学
エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 工 学
エ ネ ル ギ ー 伝 送 工 学
電 磁 気 学 1
電 磁 気 学 2
電 気 回 路 1
電 気 回 路 2
電 磁 気・回 路 演 習 1
電 磁 気・回 路 演 習 2
ア ナ ロ グ 電 子 回 路
論 理 回 路
制 御 工 学 1
制 御 工 学 2
電 子 デ バ イ ス 概 論
電 子 計 測
自然エネルギーデザイン1
自然エネルギーデザイン2
自然エネルギーデザイン3
卒 業 研 究 論 文
卒 業 研 究

３前
３前
３後
３前
３前
３後
４前
４前
３前
３後
３前
３後
２前
２後
３前
３前
３前
３前
３後
３後
３後
３後
２前
２後
２前
２後
２前
２後
２後
２後
３前
３後
２後
２後
２前
２後
３後
４通
４通

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
1 
1 
1 
6 
4 

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
○
－

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
○
－

□
□
□

□

－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
○
－

－
－
○
○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
○
○
○
－
○

区分 単
位

総
合

構
造

環
境

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

開講
年期

学習・教育到達目標の
修了要件科目数科目名称

総
合
・
構
造
・
環
境
コ
ー
ス

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス

資
格・ス
キ
ル
支
援

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
共
通
科
目

電
子
情
報
通
信
科
目

デ
ザ
イ
ン

専　
　

門　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

(総合)
卒業要件に算入されな
い

(構造)（環境）（自然エネ
ルギー）
指定選択科目（□）から
修得

自然エネルギーコース
のみ履修
（自然エネルギー）
必修科目（○）を含む指
定選択科目（□）から7
科目以上

自然エネルギーコース
のみ履修
（自然エネルギー）
指定選択科目（□）から
5科目以上

自然エネルギーコースのみ
履修
（自然エネルギー）
必修科目（○）を全て修得

必修科目（○）１科目修
得

備考

卒
業
研
究

(1)1年間の履修制限　50単位

(2)卒業要件単位には必修科目(○印)、指定選択科目(□印）のみ算入される。

(3)3年次終了時点で卒業要件93単位以下は卒業研究に着手できない。

15
K

編
入
生



070041

（
全
コ
ー
ス
共
通
）
　
※
印
は
、１
年
次
全
員
履
修
科
目
　
◎
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
○
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
●
留
学
生
の
必
修
科
目

１
年
次

前
期

後
期

2
年
次

前
期

後
期

3
年
次

前
期

後
期

4
年
次

前
期

後
期

備
考

分
野

身
体
科
学
科
目

（
5
）
都
市
創
造
工
学
科
　
1
2
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　
（
学
科
の
学
習
・
教
育
目
標
に
基
づ
く
）
 

・
総
合
教
育
科
目
の
う
ち
、上
記
科
目
の
み
卒
業
要
件
単
位
に
参
入
さ
れ
る（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
を
除
く
）
。

・
実
践
教
育
科
目
は
、3
年
次
修
了
時
点
に
お
い
て
8
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と（
卒
業
研
究
着
手
の
履
修
制
限
）
。
　

・
総
合
教
育
科
目
は
、3
年
次
修
了
時
点
に
お
い
て
2
0
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と（
卒
業
研
究
着
手
の
履
修
制
限
）
。

・
総
合
教
育
科
目
の
卒
業
要
件
単
位
数
は
、言
語
文
化
科
目（
英
語
4
単
位
以
上
を
含
む
）
8
単
位
以
上
、か
つ
2
0
単
位
以
上
。

人
文
科
学
  

（
留
学
生
科
目
）

社
会
科
学
  

  自
然
科
学
・

学
際
領
域
  

  （
留
学
生
科
目
）

    英
語
  

    初
修
外
国
語
  

      日
本
語
  

（
留
学
生
科
目
）

(コ
ー
ス
共
通
)

各
コ
ー
ス
必
修
科
目
と
「
日
本
語
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
」・
「
日
本
語

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
2
」
か
ら
1

科
目
以
上
を
含
む
、他
の
指
定
選
択

必
修
科
目
と
あ
わ
せ
て
7
科
目
以
上

(コ
ー
ス
共
通
)

左
記
１１
科
目
の
う
ち
「
文
学
」・
「
心

理
学
」・
「
経
済
学
の
基
礎
」・
「
倫
理

学
」
か
ら
１
科
目
以
上
と
し
、他
の
指

定
選
択
必
修
科
目
と
あ
わ
せ
て
6
科

目
以
上

留
学
生
は
、留
学
生
必
修
科
目（
●
）

お
よ
び
「
文
学
」・
「
心
理
学
」・
「
経

済
学
の
基
礎
」・
｢倫
理
学
」
か
ら
1

科
目
以
上
を
含
む
6
科
目
以
上

（
コ
ー
ス
共
通
）

左
記
外
国
語
の
う
ち
英
語
4
科
目
以

上
と
し
、他
の
指
定
選
択
必
修
科
目（
1

言
語
）と
あ
わ
せ
て
8
科
目
以
上

留
学
生
は
、総
合
総
合
コ
ー
ス
の
み

英
語
4
単
位
以
上

留
学
生
は
左
記
8
科
目
を
全
て
修
得

◎
都
市
創
造
入
門
セ
ミ
ナ
ー
*

学
習
リ
テ
ラ
シ
ー
*

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
*

日
本
語
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン１
*

大
阪
産
業
大
学
と
社
会

文
学

●
日
本
事
情
１

経
済
学
の
基
礎

地
理
学

物
質
科
学

環
境
科
学

●
日
本
の
社
会
と
文
化
１

英
語
L＆
S
1

英
語
R
&
W
1

ド
イ
ツ
語
入
門
１

フ
ラ
ン
ス
語
入
門
１

中
国
語
入
門
１

●
日
本
語
読
解
１

●
日
本
語
作
文
１

ス
ポ
ー
ツ
科
学
実
習
１

○
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
*

日
本
語
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン２
*

心
理
学

●
日
本
事
情
２

日
本
国
憲
法

現
代
の
政
治

科
学
技
術
史

倫
理
学
（
工
業
倫
理
含
む
）

外
国
の
社
会
と
文
化

●
日
本
の
社
会
と
文
化
２

英
語
L＆
S２

英
語
R
&
W
２

ド
イ
ツ
語
入
門
２

フ
ラ
ン
ス
語
入
門
２

中
国
語
入
門
２

●
日
本
語
読
解
２

●
日
本
語
作
文
２

ス
ポ
ー
ツ
科
学
実
習
２

（
文
学
）

(経
済
学
の
基
礎
）

(地
理
学
)

（
物
質
科
学
）

（
環
境
科
学
）

英
語
L＆
S３

T
O
E
IC
上
級
（
L
)１

英
語
R
&
W
３

T
O
E
IC
上
級
（
R
)１

ド
イ
ツ
語
初
級
１

フ
ラ
ン
ス
語
初
級
１

中
国
語
初
級
１

●
上
級
日
本
語
読
解
１

●
上
級
日
本
語
作
文
１

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１

(心
理
学
）

（
日
本
国
憲
法
）

（
現
代
の
政
治
）

（
科
学
技
術
史
）

（
倫
理
学（
工
業
倫
理
含
む
））

（
外
国
の
社
会
と
文
化
）

英
語
L＆
S４

T
O
E
IC
上
級
（
L
)２

英
語
R
&
W
４

T
O
E
IC
上
級
（
R
)２

ド
イ
ツ
語
初
級
２

フ
ラ
ン
ス
語
初
級
２

中
国
語
初
級
２

●
上
級
日
本
語
読
解
２

●
上
級
日
本
語
作
文
２

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
２

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

英
語
総
合
（
上
級
）１

◎
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
３

英
語
総
合
（
上
級
）２

教 養 教 育 科 目実 践 教 育 科 目 言 語 文 化 科 目

英
語
海
外
研
修

ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
中
国
語
海
外
研
修

（
5
）都
市
創
造
工
学
科
　
1
5
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標
に
基
づ
く
）	

編
入
生

15
K
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（
全
コ
ー
ス
共
通
）
　
※
印
は
、１
年
次
全
員
履
修
科
目
　
◎
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
○
コ
ー
ス
必
修
科
目
　

都
市
創
造
工
学
科
　
1
2
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　
（
学
科
の
学
習
・
教
育
目
標
に
基
づ
く
）
 

・
4
年
間
で
卒
業
す
る
た
め
に
は
、数
学
、物
理
、化
学
の
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
で
指
定
さ
れ
た
科
目
*の
単
位
は
１
年
次
で
必
ず
修
得
す
る
こ
と
。

１
年
次

前
期

後
期

2
年
次

前
期

後
期

3
年
次

前
期

後
期

4
年
次

前
期

後
期

備
考

分
野

(総
合
)

必
修
科
目
お
よ
び
「
工
学
基
礎
数
学

１
」・
「
工
学
基
礎
数
学
2
」
の
1
科
目

以
上
、
物
理
4
科
目
の
中
か
ら
2
科

目
以
上
を
含
む
9
科
目
以
上

(構
造
)

物
理
4
科
目
の
中
か
ら
2
科
目
以
上

を
含
む
7
科
目
以
上

(環
境
)

必
修
科
目
お
よ
び
化
学
4
科
目
の
中

か
ら
2
科
目
以
上
を
含
む
7
科
目
以

上 (自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
)

「
工
学
基
礎
数
学
１
」・
「
工
学
基
礎

数
学
2
」
か
ら
1
科
目
以
上
、「
物
理

学
実
験
」・
「
化
学
実
験
」
か
ら
１
科

目
以
上
、物
理
・
化
学
8
科
目
の
中
か

ら
2
科
目
以
上
を
含
む
7
科
目
以
上

解
析
学
１

代
数
学
１

数
学
演
習
１

基
礎
数
学
お
よ
び
演
習

物
理
学
１
お
よ
び
演
習

基
礎
物
理
学
お
よ
び
演
習

化
学
１
お
よ
び
演
習

基
礎
化
学
お
よ
び
演
習

（
○
）
化
学
実
験

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
*

数
学

自
然
科
学

情
報
処
理

○
解
析
学
２

○
代
数
学
２

○
数
学
演
習
２

（
解
析
学
１
）

（
代
数
学
１
）

（
数
学
演
習
１
）

物
理
学
２

（
物
理
学
１
お
よ
び
演
習
）

○
物
理
学
実
験

化
学
２

（
化
学
１
お
よ
び
演
習
）

解
析
学
３

代
数
学
３

（
○
解
析
学
２
）

（
○
代
数
学
２
）

（
○
数
学
演
習
２
）

（
物
理
学
２
）

（
○
物
理
学
実
験
）

（
化
学
２
）

（
○
）Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
１

（
解
析
学
３
）

（
代
数
学
３
）

（
○
）Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
２

工
学
基
礎
数
学
１

工
学
基
礎
数
学
２

都
市
創
造
工
学
科
　
1
5
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標
に
基
づ
く
）	

15
K

編
入
生



072041

※
印
は
、１
年
次
全
員
履
修
科
目
　
◎
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
○
コ
ー
ス
必
修
科
目

１
年
次

前
期

後
期

2
年
次

前
期

後
期

3
年
次

前
期

後
期

4
年
次

前
期

後
期

備
考

分
野

都
市
創
造
工
学
科
　
1
2
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　
（
学
科
の
学
習
・
教
育
目
標
に
基
づ
く
）
 

（
コ
ー
ス
共
通
）

（
建
設
材
料
）

（
構
造
力
学
）

（
地
盤
工
学
）

（
水
工
水
理
学
）

（
土
木
計
画
学
・

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
）

（
環
境
工
学
）

(総
合
)

必
修
科
目
お
よ
び「
CA
D
演
習１
」・
「
CA
D
演
習

2」
か
ら
1科
目
以
上
、「
地
球
科
学
」・「
環
境
生
態
」

か
ら１
科
目
以
上
を
含
む
6科
目
以
上

(構
造
)（
環
境
）（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

必
修
科
目
お
よ
び
指
定
選
択
必
修
科
目
か
ら
修
得

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
2
科
目
以
上

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
1
科
目
以
上

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
2
科
目
以
上

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
2
科
目
以
上

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
2
科
目
以
上

（
総
合
）

必
修
科
目
を
含
む
2
科
目
以
上

◎
測
量
学
１
*

地
球
科
学
*

　 　 　

測
量
学
２
*

（
○
）
環
境
生
態
*

◎
測
量
学
実
習

○
建
設
材
料

（
○
）
構
造
力
学
１

（
○
）
土
質
力
学
１

（
○
）
水
理
学
１

○
交
通
シ
ス
テ
ム
工
学

○
環
境
工
学
１

　
　
　

○
構
造
力
学
２

構
造
力
学
演
習

○
土
質
力
学
２

土
質
力
学
演
習

○
水
理
学
２

（
○
）
水
理
学
演
習

（
○
）
都
市
計
画

（
○
）
環
境
工
学
２

◎
工
学
英
語

◎
工
学
倫
理

（
○
）鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
演
習

道
路
工
学

○
建
設
材
料
実
験

○
土
質
実
験

河
海
工
学

○
土
木
計
画
学

（
○
）
環
境
シ
ス
テ
ム

（
◎
工
学
英
語
）

◎
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

（
○
）
構
造
工
学

橋
梁
工
学

地
盤
工
学

○
水
理
実
験

地
域
・
計
画
学
演
習

○
衛
生
実
験

都
市
創
造
工
学
科
　
1
5
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標
に
基
づ
く
）	

編
入
生

15
K
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※
印
は
、１
年
次
全
員
履
修
科
目
　
◎
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
○
コ
ー
ス
必
修
科
目

１
年
次

前
期

後
期

2
年
次

前
期

後
期

3
年
次

前
期

後
期

4
年
次

前
期

後
期

備
考

分
野

都
市
創
造
工
学
科
　
1
2
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　
（
学
科
の
学
習
・
教
育
目
標
に
基
づ
く
）
 

・
専
門
教
育
科
目
は
、３
年
次
修
了
時
点
に
お
い
て
７４
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と（
卒
業
研
究
着
手
の
履
修
制
限
は
卒
業
要
件
単
位
９４
単
位
以
上
）
。

 (
総
合
コ
ー
ス
) 
  

 (
環
境
コ
ー
ス
) 
  

 (
構
造
コ
ー
ス
) 
  

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
   

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

（
ス
キ
ル
支
援
） 
  

（
総
合
）

「
都
市
創
造
最
前
線
」・
「
建
設
施
工

学
」
か
ら
1
科
目
以
上

「
地
震
工
学
」・
「
建
設
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
」
か
ら
1
科
目
以
上

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
の
み
履

修 （
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

必
修
科
目
を
含
む
7
科
目
以
上

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
の
み
履

修 （
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

左
記
科
目
か
ら
7
科
目
以
上

左
記
科
目
を
全
て
修
得

（
総
合
）

卒
業
要
件
に
算
入
さ
れ
な
い

（
構
造
）（
環
境
）（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

指
定
選
択
科
目
か
ら
修
得

(都
市
創
造
科
目
)

(電
子
情
報
通
信
科
目
)

（
○
）自
然
環
境
学
概
論

電
磁
気
学
１

電
気
回
路
１

電
磁
気
・
回
路
演
習
１

（
○
）自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
ザ
イン
1

○
都
市
創
造
デ
ザ
イ
ン
１

（
○
）自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
概
論

電
磁
気
学
２

電
気
回
路
２

電
磁
気
・
回
路
演
習
２

ア
ナ
ロ
グ
電
子
回
路

論
理
回
路

電
子
デ
バ
イ
ス
概
論

電
子
計
測

（
○
）自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
ザ
イン
2

（
○
）
建
設
施
工
学

発
変
電
工
学

自
然
環
境
計
測
法

風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

制
御
工
学
1

ま
ち
づ
く
り
論
１

ま
ち
づ
く
り
論
２

特
別
講
義
１

特
別
講
義
２

建
設
法
規
１

特
別
講
義
Ａ

防
災
工
学

（
○
）コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
計
演
習

（
○
）
都
市
創
造
最
前
線

○
都
市
創
造
デ
ザ
イ
ン
２

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

熱
利
用
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
伝
送
工
学

制
御
工
学
2

○
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
ザ
イ
ン
3

ま
ち
づ
く
り
論
３

特
別
講
義
３

建
設
法
規
２

特
別
講
義
Ｂ

地
震
工
学

都
市
景
観

建
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

○
卒
業
研
究
論
文

○
卒
業
研
究

建
築
学
概
論

都
市
創
造
工
学
科
　
1
5
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標
に
基
づ
く
）	

15
K
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※
印
は
、１
年
次
全
員
履
修
科
目
　
◎
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
　
○
コ
ー
ス
必
修
科
目

都
市
創
造
工
学
科
　
1
2
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
目
標
に
基
づ
く
） 

○
実
験
２
科
目

○
実
験
４
科
目

１
年
次

前
期

後
期

2
年
次

前
期

後
期

3
年
次

前
期

後
期

4
年
次

前
期

後
期

備
考

総
合
教
育
科
目

（
１
）教
養
教
育
科
目
  指
定
科
目
１
２
単
位
以
上

（
２
）言
語
文
化
科
目
  ８
単
位
以
上（
英
語
４
単
位
以
上
）

（
３
）身
体
教
育
科
目・
初
修
外
国
語

（
４
）留
学
生
は
必
修
科
目
  １
２
単
位

専
門
教
育
科
目

（
１
）数
学・
物
理・
化
学
の
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
　
   

　
　
結
果
に
基
ず
く
指
定
科
目

（
２
）○
物
理
学
実
験
*

　
　（
○
）化
学
実
験（
環
境
コ
ー
ス
）

（
３
）１
年
次
配
当
の
専
門
教
育
科
目
全
科
目

（
全
コ
ー
ス
共
通
）

実
践
教
育
科
目

都
市
創
造
入
門
セ
ミ
ナ
ー
*

学
習
リ
テ
ラ
シ
ー
*

◎
コン
ピュ
ー
タリ
テ
ラ
シ
ー

日本
語と
コミ
ュニ
ケー
ショ
ン１
*

◎
測
量
学
１
*

地
球
科
学
*

○
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
*

日本
語と
コミ
ュニ
ケー
ショ
ン２
*

測
量
学
２
*

（
○
）環
境
生
態
*

（
○
）Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
２

○
都
市
創
造
デ
ザ
イ
ン
１

○
都
市
創
造
デ
ザ
イ
ン
1

都
市
創
造
デ
ザ
イ
ン
1

○自
然エ
ネル
ギー
デザ
イン
2

◎
工
学
英
語

○
実
験
２
科
目

ま
ち
づ
く
り
論
1

ま
ち
づ
く
り
論
２

ま
ち
づ
く
り
論
1

ま
ち
づ
く
り
論
2

◎
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
３

○
都
市
創
造
デ
ザ
イ
ン
２

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
計
演
習

ま
ち
づ
く
り
論
３

○
都
市
創
造
デ
ザ
イ
ン
２

○
実
験
２
科
目

ま
ち
づ
く
り
論
3

○
都
市
創
造
デ
ザ
イ
ン
２

○自
然エ
ネル
ギー
デザ
イン
3

 

       

 ○
卒
業
研
究
論
文
 

    

○
卒
業
研
究
論
文

    

○
卒
業
研
究
論
文
 

   

○
卒
業
論
文
 

 

履
修
モ
デ
ル
コ
ー
ス

　 　・
総
合
コ
ー
ス

　・
構
造
コ
ー
ス

　・
環
境
コ
ー
ス
}コ

ー
ス
決
定
は
、１
年
次
修
了
時
点
で
行
う

全
コ
ー
ス
共
通

総
合
コ
ー
ス

構
造
コ
ー
ス

環
境
コ
ー
ス

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス

（
1年
次
入
学
時
決
定
）

◎
測
量
学
実
習

（
○
）Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
１

６
分
野
の
科
目
と
実
験
科
目
を
履
修

建
設
材
料・
構
造
力
学・
地
盤
工
学・
土
木
計
画
学
分
野
の
科
目
を
主
と
し
て
履
修

環
境
工
学・
水
理
学・
土
木
計
画
学・
交
通
ｼｽ
ﾃﾑ
工
学
分
野
の
科
目
を
主
と
し
て
履
修

都
市
創
造
科
目
の
水
理
学・
地
盤
工
学・
環
境
工
学
分
野
の
基
礎
科
目
と
実
験
２
科
目
を
主
と
し
て
履
修

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
科
目
を
主
と
し
て
履
修

○自
然エ
ネル
ギー
デザ
イン
1

都
市
創
造
工
学
科
　
1
5
K
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
モ
デ
ル
表
　（
学
科
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標
に
基
づ
く
）

編
入
生
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